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『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察

袂
袒
『
仏
法
大
明
録
』
と
の
関
係
お
よ
び
「
円
爾
作
」
の
根
拠
を
探
る
袂
袒

古

瀬

珠

水

は
じ
め
に

称
名
寺
に
は
外
題
に
「
明
心

亮
順
」
と
書
か
れ
た
一
巻
（
六
丁
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
以
後
、
称
名
寺
本
『
明
心
』）。
筆
者
は

昨
年
九
月
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
大
会
で
「『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
み
ら
れ
る
日
本
の
禅
宗
文
献
袞
『
見
性
成
仏
義
』
及
び
『
明

心
抄
』
に
つ
い
て
袞
」
の
題
目
で
発
表
し
た(１)。
筆
者
の
『
明
心
』
に
関
す
る
発
表
の
要
点
は
、
日
全
撰
『
法
華
問
答
正
義
抄
』「
禅
宗

釈
」
に
は
「
明
心
抄
云
、〈
聖
一
和
尚
作
〉」
と
書
か
れ
、
総
じ
て
五
カ
所
か
ら
の
引
用
文
の
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
が
、
称
名
寺
本
『
明
心
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
発
表
で
は
特
に
『
明
心
抄
』
が
円
爾
作
と
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
述
べ
た
。

『明
心
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
納
富
常
天
氏
が
そ
の
全
文
の
翻
刻
と
解
題
を
著
さ
れ
て
い
る(２)。
氏
は
見
返
し
に
は
「
大

明
録
篇
目
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
南
宋
・
圭
堂
居
士
の
撰
に
か
か
る
『
仏
法
大
明
録
』
の
篇
目
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
た

も
の
で
、
従
来
ま
っ
た
く
未
知
の
資
料
で
あ
る(３)。」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、『
明
心
』
の
内
容
及
び
円
爾
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
椎
名
宏
雄
氏
が
「『
仏
法
大
明
録
』
の
諸
本
」
の
中
で
「『
明
心
』
一
篇
は
『
大
明
録
』
の
項
目
を
解
説

仙
石
山
仏
教
学
論
集
第
九
号

平
成
二
九
年
三
月
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す
る
と
い
う
形
式
を
と
り
つ
つ
、
内
容
的
に
は
学
人
に
対
し
て
見
性
禅
の
要
諦
を
説
き
あ
か
す
た
め
の
、
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
法
語

を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る(４)。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
本
番
の
作
者
は
円
爾
そ
の
人
で
あ
る
か
、
ま
た
は
円
爾
と
深
い
か
か
わ
り
を

有
す
る
東
福
寺
系
統
の
禅
匠
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る(５
)。」
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
石
井
修
道
氏
が
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
『
新
編
仏
法

大
明
録
』
八
冊
の
修
復
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、「『
新
編
仏
法
大
明
録
』
に
つ
い
て
」
を
発
表
さ
れ
、
円
爾
と
『
仏
法
大
明
録
』

の
位
置
づ
け
と
し
て
、「
筆
者
は
円
爾
と
『
大
明
録
』
の
関
係
を
否
定
す
る
説
を
取
る
こ
と
は
し
な
い(６)。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
以

上
の
如
く
、
三
氏
と
も
『
明
心
』
が
『
仏
法
大
明
録
』
の
要
約
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
椎
名
氏
、
石
井
氏
は
円
爾
の
可

能
性
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
た
。

昨
年
、
荒
木
浩
氏
が
『
徒
然
草
へ
の
途
袞
中
世
び
と
の
心
と
こ
と
ば
袞
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
を
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
で
氏
が

早
苗
憲
生
氏
か
ら
知
ら
さ
れ
た
「
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
図
書
館
寄
託
）『
達
磨
大
師
安
心
法
門

並
明
心
』
東
福

寺
聖
一
上
人
御
作
」（
以
後
、
高
野
山
本
『
明
心
』）
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
こ
と
は(７)、
筆
者
に
と
っ
て
大
慶
で
あ
っ
た
。『
法
華
問
答
正

義
抄
』
に
「
明
心
抄
云
、〈
聖
一
和
尚
作
〉」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、『
達
磨
大
師
安
心
法
門

並
明
心
』
に
「
東
福
寺
聖

一
上
人
御
作
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
明
心
』
が
円
爾
作
で
あ
る
可
能
性
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本
論
で
は
、
先
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
大
会
で
の
発
表
内
容
を
基
に
、『
明
心
』
を
円
爾
作
の
も
の
と
し
て
更
に
議
論
を
進
め

て
い
き
た
い
。
第
一
節
で
は
、
称
名
寺
本
『
明
心
』
と
高
野
山
本
『
明
心
』
を
対
照
し
、
両
者
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。
第
二
節
は
、

圭
堂
撰
『
仏
法
大
明
録
』（
以
後
、『
大
明
録
』）「
明
心
」
の
項
目
の
内
容
と
『
明
心
』
の
文
言
を
比
較
し
、『
明
心
』
の
作
者
（
円
爾
）

が
『
大
明
録
』
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
い
か
に
理
解
し
た
か
を
探
っ
て
い
く
。
第
三
節
で
は
、『
明
心
』
が
円
爾
作
で
あ
る
可
能
性

の
根
拠
と
な
る
要
素
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。（
漢
字
表
記
に
関
し
て
、
原
文
に
つ
い
て
は
原
文
の
表

記
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
但
し
、
異
体
字
な
ど
は
こ
の
限
り
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
訓
読
文
の
表
記
は
通
常
漢
字
に
改
め
た
。）

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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(一
)
称
名
寺
本
『
明
心
』
と
高
野
山
本
『
明
心
』

高
野
山
本
『
明
心
』
は
縦
二
六
セ
ン
チ
、
横
一
八
セ
ン
チ
の
紐
綴
の
冊
子
本
で
あ
る
。
状
態
は
良
い
と
は
言
え
ず
、
尾
欠
、
下
部

一
セ
ン
チ
ほ
ど
が
破
損
、
一
四
丁
表
上
部
及
び
一
四
丁
裏
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
達
磨
大
師
安
心
法
門

並
明
心

東
福
寺
聖
一
上
人
御
作

平
居
□
□
」
と
あ
る
。
荒
木
氏
は
末
尾
を
「
平
居
師
」
と
読
ん
で
い
る
が(８)、「
平
居
」
の
後
に
は
二
文
字

確
認
で
き
る
。
一
丁
表
か
ら
六
丁
表
ま
で
が
『
明
心
』（
表
題
は
な
く
尾
題
の
み
）、
七
丁
表
か
ら
九
丁
裏
ま
で
が
『
達
磨
大
師
安
心
法

門
』、
九
丁
裏
に
『
坐
禅
儀
』
の
題
名
が
記
さ
れ
、
一
〇
丁
表
か
ら
一
二
丁
裏
ま
で
続
く
。
さ
ら
に
一
三
丁
表
か
ら
最
後
一
四
丁
裏

ま
で
も
『
坐
禅
儀
』
で
あ
る
。
最
初
の
『
坐
禅
儀
』
は
長
蘆
宗
賾
編
で
あ
る
が
、
二
つ
目
の
『
坐
禅
儀
』
は
不
詳
で
あ
る
。
四
つ
と

も
漢
字
と
片
仮
名
交
じ
り
の
和
文
法
語
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
ル
ビ
を
付
し
て
い
る
。
今
回
、
筆
者
は
『
明
心
』
の
み
を
取

り
上
げ
、
他
の
三
法
語
と
の
組
み
合
せ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

以
下
、
称
名
寺
本
『
明
心
』
の
本
文
と
高
野
山
本
『
明
心
』
を
翻
刻
し
て
記
す
る
。（
称
名
寺
本
『
明
心
』
は
既
に
納
富
氏
に
よ
っ
て

翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
筆
者
も
翻
刻
を
試
み
た(９)）
上
段
に
は
称
名
寺
本
『
明
心
』、
下
段
に
は
高
野
山
本
『
明
心
』
の
翻
刻
文
を

記
す
。（
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
・
句
点
を
付
し
た
。
片
仮
名
は
通
常
表
記
を
用
い
た
。『
大
明
録
』
の
項
目
を
示
す
こ
と
ば
に
は
□
を
付
し
た
）

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

三



〈称
名
寺
本
『
明
心
』〉

〈高
野
山
本
『
明
心
』〉

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

四

学
道
ノ
人
ハ
先
真
心
妄
心
ヲ
可
知
㆒
。
何
妄
心
ト
云
。
依
テ
縁ニ
㆒

念
ニ々
ヲ
コ
リ
テ
不
㆑
休
モ
ノ
ナ
リ
。
是
ヲ
煩
悩
ト
モ
云
、
此
ヲ

情
識
ト
モ
云
。
又
客
塵
ト
モ
名
ケ
、
無
明
ト
モ
名
ク
。
真
心
ト
云
ハ
、

自
無
始
㆒
以
-来
タ
寂
不
動
ニ
シ
テ
明
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
是
ヲ
佛
性

ト
モ
云
、
此
ヲ
真
如
ト
モ
云
、
又
ハ
般
若
ト
モ
云
、
如
意
寶
珠
ト
モ
云
。

是
二
心
、
譬
ヲ
以
明
サ
ハ
、
妄
心
ハ
如
影ノ
㆒
、
又
如
客
人ノ
㆒
。
真

心
ハ
如
鏡ノ
㆒
。
又
、
如
シ
家
主ノ
㆒
。
常
ノ
人
此
ノ
如
ナ
ル
影ノ
㆒
客
人
ヲ

我
心
ト
思
ヒ
、
念
々
ニ
起
滅
シ
テ
、
シ
ハ
ラ
ク
モ
ヤ
ム
時
ナ
シ
。

若
真
心
ノ
明
ナ
ル
所
ヲ
エ
ツ
レ
ハ
、
縁
心
ハ
自
忘
レ
、
真
心
ハ
日
ニ

ソ
ヘ
テ
チ
カ
ツ
ク
ナ
リ
。
此
由
ヲ
キ
ケ
ト
モ
、
大
機
ニ
ア
ラ
サ

ル
人
ハ
ウ
ケ
カ
ハ
ス
。

問
。
凡
夫
ハ
妄
心
ヲ
コ
リ
テ
ヒ
マ
ナ
シ
。
争
テ
カ
此
真
心
ヲ
可

知
㆒
。

参サ
ン

學カ
ク

道タ
ウ

ノ
人ヒ
ト

、
先マ
ツ

真シ
ン

心シ
ン

妄マ
ウ

心シ
ン

ヲ
知シ
ル

ヘ
シ
。イ

何カ
ナ

ヲル

カ
妄マ
ウ

心シ
ン

ト
云イ
フ

。
縁エ
ン

ニ

ヨ
リ
テ
念ネ
ン

々〳
〵

ニ

發ヲ
コ
リ

テ
休ヤ
マ

サ
ル
者モ
ノ

ナ
リ
。
是コ
レ

ヲ
煩ホ
ン

悩ナ
ウ

ト
モ
云イ
ヒ

、
此コ
レ

ヲ
情シ
ヤ

識ウ
シ

トキ

モ
云イ
フ

。
又
客キ
ヤ

塵ク
チ

トン

モ
云イ
ウ

。
无ム
ミ

明ヤ
ウ

ト
モ
名ナ
ツ

ク
。
真シ
ン

心シ
ン

者ト
イ

、ハ

無ム

始シ

ヨ
リ
已コ
ノ

来カ
タ

、
寂シ
ヤ

然ク
ネ

不ン
フ

動ト
ウ

ニ
シ
テア

明キ
ラ

ナカ

ル
者モ
ノ

也ナ
リ

。
是コ
レ

ヲ
佛フ
ツ

性シ
ヤ

トウ

モ
云イ
ヒ

、
真シ
ン

如ニ
ヨ

ト
モ
云イ
ヒ

、
又
般ハ
ム

若ニ
ヤ

ト
モ
云イ
ヒ

、
如ニ
ヨ

意イ

寶ホ
ウ

珠シ
ユ

ト
モ
云イ
ウ

。

此コ
ノ

二フ
タ
ツ

ノ
心コ

仗

ヲロ

モ
チ
明ア
カ

サ
ハ
、
妄マ
ウ

心シ
ン

ハ
影カ
ケ

コノ

ト
シ
。
又
客キ
ヤ

人ク
シ
ンノ

コ

ト
シ
。
真シ

ン

心シ
ン

ハ
鏡カ

仗

ノミ

コ
ト
シ
。
又
、
家ケ

主シ
ユ

ノ
コ
ト
シ
。ツ

常ネ
ノ

人ヒ
ト

此コ
ノ

影カ
ケ

コノ

ト
ク
ナ
ルキ

客ヤ
ク

人シ
ン

ヲ
我ワ
カ

心コ
仗

トロ

思ヲ
モ

ヘ
ハ
、
念ネ
ン

々〳
〵

起キ

滅メ
ツ

シ
テ
、シ

暫ハ
ラ
クモ

歇ヤ
ム

時ト
キ

ナ
シ
。
若モ
シ

心コ
仗

ノロ

明ア
キ
ラ

ナカ

ル
處ト
コ

ヲロ

エ
ツ
レ
ハ
、
縁エ
ン

心シ
ン

ハ
自

オ
ノ
ツ
カ
ラ

忘ハ
ウ

、シ

真シ
ム

心シ
ム

ハ
日ヒ
ニ

ソ
エ
テ
近チ
カ

ツ
ク
也ナ
リ

。
此コ
ノ

由ヨ
シ

ヲ
聞キ
ケ

ト
モ
、
大タ
イ

機キ

ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
ウ
チ
カ
ハ
ス
。

問ト
ウ

。
凡ホ
ン

夫フ

ハ
妄マ
ウ

心シ
ン

ヲ
發ヲ

コ
シ
テ
隙ヒ
マ

ナ
シ
。イ

争カ
テ
カ

此コ
ノ

真シ
ン

心シ
ン

ヲ
知シ
ル

ヘ

キ
。



『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

五

答
。
古
人
云
、
水
ス
メ
ハ
月
ヤ
ト
リ
、
鏡
ミ
清
ケ
レ
ハ
影
ア
ラ
ハ

ル
。
知
ヘ
シ
、
妄
心
ノ
ヲ
コ
ル
ト
キ
真
心
ノ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
コ
ト

ヲ
。

問
。
真
心
清
カ
ユ
ヘ
ニ
縁
心
ノ
影
ウ
カ
フ
ナ
ラ
ハ
、
無
影
㆒
真

心
争
カ
是
ヲ
可
知
哉
。

答
。
真
心
ハ
物
ヲ
モ
サ
ヘ
ス
、
物
ニ
モ
サ
ヘ
ラ
レ
ス
、
鏡
ノ
カ
ケ
ヲ

ト
仗
メ
サ
ル
カ
コ
ト
シ
。
而
ニ
ハ
カ
ナ
キ
小
児
ハ
影
ヲ
見
テ
鏡
ヲ

シ
ラ
ス
。
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
衆
生
ハ
、
明
ナ
ル
心
ノ
上
ニ

浮
境
界
ノ
形
ヲ
愛
シ
テ
、
明
ナ
ル
鏡
ノ
本
心
ヲ
ハ
ワ
ス
レ
タ
ル
コ
ト
是

ニ
似
リ
。
佛
法
ニ
入
ニ
利
鈍
ノ
二
機
相
分
タ
リ
。
鈍
根
ノ
人
ハ
ク
モ
リ

ナ
キ
心
ニ
諸
ノ
カ
ケ
ア
リ
ト
存
テ
、
ハ
ラ
ウ
テ
後
ニ
是
ヲ
エ
ン
ト

ス
ル
ナ
リ
。
利
根
ノ
人
ハ
本
ヨ
リ
ク
モ
ラ
サ
レ
ハ
、
其
色
ヲ
見
、

其
聲
ヲ
聞
ク
。
是
則
本
来
ノ
面
目
、
本
地
ノ
風
光
也
。
今
、
始
テ

一
物
ヲ
一
物
ヲ
モ
ソ
ヘ
ス
、
一
物
ヲ
モ
不
可
除
㆒
。

コ

答タ
ヘ

。テ

古コ

人シ
ム

ノ
云イ
ハ

、ク

水ミ
ツ

澄ス
メ
ハ

月ツ
キ

宿ヤ
ト

、ル

鏡カ
仗
ミ

清キ
ヨ

レケ

ハ
影カ
ケ
ア

顕ラ
ハ

。ル

知シ
ル

ヘ
シ
、

妄マ
ウ

心シ
ン

發ヲ
コ
ル

時ト
キ

ハア

明キ
ラ

ナカ

ル
事コ
ト

ヲ
。

問ト
ウ

。
真シ
ン

如ニ
ヨ

清キ
ヨ

カキ

故ユ
ヘ
ニ
縁エ
ム

心シ
ン
ノ
影カ
ケ

浮ウ
カ

。フ

真シ
ム

如ニ
ヨ

争
イ
カ
テ
カ

是コ
レ
ヲ
知シ
ル

ヘ
キ
ヤ
。

答
コ
タ
エ
テ

云イ
ハ

、ク

真シ
ム

心シ
ム
ハ
物モ
ノ
ニ
モ
㝵サ
エ

ラ
レ
ス
、
鏡カ

仗

ノミ

影カ
ケ

ヲ
留ト

仗

サメ

ル
カ
コ
ト

シ
。
而シ

カ

ニル

ハ
カ
ナ
キ
小セ
ウ

児ニ

ハ
影カ
ケ

ヲ
見ミ
テ

不
知
。
其ソ
ノ

様ヤ
ウ

ニ
ヲ
ロ
カ
ナ

ルシ

衆ユ
シ

生ヤ
ウ

ハ
、ア

明キ
ラ

ナカ

ル
心コ

仗

ノロ

上ウ
ヘ
ニ

浮ウ
カ
フ

境キ
ヤ

界ウ
カ

ノイ

形カ
タ

ヲチ

愛ア
イ

シ
、ア

明キ
ラ

ナカ

ル

鏡カ
仗

ノミ

本ホ
ン

心シ
ン

ヲ
ハハ

妄ウ
シ

（
忘
）
タ
ル
事コ
ト

是コ
レ

ニ
似ニ

タ
リ
。
佛フ
ツ

法ホ
ウ

ニ
イ
ル

利リ

鈍ト
ン

二
機
相
分

ニ
キ
ア
イ
ワ
カ
レ
タ
リ

。
鈍ト
ム

根コ
ム

ナ
ル
人ヒ
ト

ハ
ク
モ
リ
ナ
キコ

心仗
ロ

ニ
影カ
ケ

ア
リ

ト
存ソ

ム

シ
テ
、
拂ハ
ラ

テウ

後ノ
チ
ニ
是コ
レ

ヲ
エ
ム
ト
ス
ル
也
。
利リ

根コ
ム

ノ
人ヒ
ト
ハ
本モ
ト

ヨ
リ
ク
モ
ラ
サ
レ
ハ
、
其ソ
ノ

色イ
ロ
ヲ
見ミ

、
其ソ
ノ

聲コ
エ
ヲ
聞キ
ク

。
是
則

コ
レ
ス
ナ
ハ
チ

本ホ
ン

来ラ
イ

面メ
ム

目モ
ク

、
本ホ
ン

地チ
ノ

風フ
ウ

光ク
ワ

也ウ
ナ

。リ

今イ
マ

、ハ

始シ
メ
テ
一イ
チ

物モ
ツ

ヲ
モ
ソ
ヘ
、
又
一
物モ
ツ

ヲ

モ
除ノ

ソ

ヘク

カ
ラ
ス
。
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若
、
加
様
ニ
得
心ツ
ル㆒

ト
キ
ハ
、
真
心
妄
心
ノ
シ
ナ
仗
シ
。
只
、

是
迷
ノ
衆
生
ヲ
教
ル
シ
ル
ヘ
ナ
リ
。
又
、
明
心
ト
者
真
心
妄
心
ヲ

ワ
ク
ル
ナ
リ
。
諸
法
ノ
ヲ
コ
ル
ヲ
我
心
ト
思
ケ
ル
ハ
妄
心
ナ
リ
。

此
ヲ
情
識
ト
云
。
真
心
ハ
明
鏡
ノ
如
。
是
ヲ
ア
キ
ラ
ム
ル
ヲ
明
心
ト

云
。
縁
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
白
黒
ト
見
、
ニ
ク
シ
イ
ト
ヲ
シ
ト
思
ヘ

ト
モ
、
是
ヤ
ミ
ヌ
レ
ハ
心
ニ
ア
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
譬
ヘ
ハ
明
鏡
ニ

ヨ
ロ
ツ
ノ
モ
ノ
ウ
ツ
レ
ト
モ
、
鏡
ノ
所
ニ
ハ
一
物
モ
ト
仗
マ
ラ
サ

ル
カ
如
シ
。
風
ヤ
ミ
ヌ
レ
ハ
浪
シ
ツ
マ
ル
。
ス
キ
ニ
シ
カ
タ
縁

ニ
ア
ヒ
テ
腹
立
タ
リ
。
シ
カ
ト
モ
其
縁
ヤ
ミ
ヌ
レ
ハ
、
又
、
其

腹
本
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
タ
仗
ス
。
諸
教
ニ
三
ノ
夢
ノ
譬
ア
リ
。
万
劫
ノ

夢
、
百
年
ノ
夢
、
一
夜
ノ
夢
ニ
テ
可
得
意
㆒
。
夢
ノ
中
ニ
ミ
ユ
ル
海

山
万
ツ
ノ
モ
ノ
、
マ
コ
ト
ニ
ハ
其
躰
ナ
キ
カ
如
シ
。
火
ニ
ヤ
ケ
水

ニ
入
ト
見
ト
モ
、
夢
覺
ヌ
レ
ハ
ウ
ル
ホ
ヒ
ヤ
ケ
タ
ル
所
ナ
シ
。

若モ
シ

、
加カ

様ヤ
ウ

ニ
心コ

仗

ウロ

ル
時ト
キ

ハ
、
真シ
ム

心シ
ム

妄マ
ウ

心シ
ム

ノ
シ
ナ
仗
シ
。
只タ

仗

、
是コ
レ

迷マ
ト

ノイ

衆シ
ユ

生シ
ヤ

ヲウ

教ヲ
シ
ウル

シ
ル
ヘ
ナ
リ
。
又
、
明メ
イ

心シ
ム

ト
云イ
ウ

ハ
真シ
ム

心シ
ム

妄マ
ウ

心シ
ム

ヲ
ワ
ク
ル
也
。
諸シ
ヨ

法ホ
ウ

ノ

發ヲ
コ
リ

ヲ
我ワ
カ

心コ
仗

トロ

思ヲ
モ

ケイ

ル
ハ
妄マ
ウ

心シ
ム

ナ
リ
。
是コ
レ

ヲ
情シ
ヤ

識ウ
シ

トキ

云イ
ウ

。
真シ
ム

心シ
ム

ハ

明ア
キ
ラ

ナカ

ルカ

鏡仗
ミ

コノ

ト
シ
。
是コ
レ

ヲ
明ア
キ

ムラ

ル
ヲ

明ミ
ヤ
ウ

心シ
ム

ト
云イ
フ

。
縁エ
ム

ニ

随
シ
タ
カ
テ

白シ
ロ

シ
黒ク
ロ

シ
ヲ
見ミ
テ

、
悪ア

シ
吉ヨ
シ

ト
思ヲ
モ

ヘ
ト

モ
、
此コ
レ

影カ
ケ

ヌ
レ
ハ
心コ

仗
ロニ

ア
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
譬タ
ト

ヘ
ハミ

明ヤ
ウ

鏡キ
ヤ
ウ

ニ
万ハ
ム

物フ
ツ

移ウ
ツ

レレ

ト
モ
、
鏡カ

仗

ノミ

處ト
コ
ロ

ニ
一イ
チ

物モ
ツ

モ
留ト

仗

マ
ラ
サ
ル
カ
コ
ト
シ
。
風カ
セ

ヤ
ミ
ヌ
レ
ハ
波ナ
ミ

シ
ツ
マ
ル
。
ス
キ
ニ
シ
カ
タ
縁エ
ム

ニ
遇ア
ウ

テ
腹ハ
ラ

立タ
チ

タ

リ
。
シ
カ
ト
モ
其ソ

ノ

縁エ
ム

ヤ
ミ
ヌ
レ
ハ
、
又マ
タ

、
其ソ
ノ

腹ハ
ラ

モ
ト
ノ
様ヤ
ウ

ニ
ハ

立タ
仗

ス
。
諸シ
ヨ

教ケ
ウ

ニ
三ミ
ツ

ノ
夢ユ
メ

ノ
喩タ
ト

アヘ

リ
。
万マ
ム

劫コ
ウ

ノ
夢ユ
メ

、
百ヒ
ヤ

年ク
ネ

ノン

夢ユ
メ

、

一イ
チ

夜ヤ

ノ
夢ユ
メ

ニ
テ
心コ

仗

ウロ

ヘ
シ
。
夢ユ
メ

ノ
中ナ
カ

ニ
ミ
ユ
ル
海ウ
ミ

山ヤ
マ

万ヨ
ロ
ツ

モノ

ノ

實シ
チ

ニ
ハ
其ソ
ノ

躰タ
イ

ナ
キ
カ
コ
ト
シ
。
火ヒ

ニ
ヤ
ケ
水ミ
ツ
ニ
入イ
ル

ト
見ミ
レ

ト
モ
、

夢ユ
メ

覺サ
メ

ヌ
レ
ハ
ウ
ル
ヲ
ヒ
焼ヤ
ケ

タ
ル
所ト
コ

ナロ

シ
。
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而
レ
ハ
百
年
ノ
ネ
フ
リ
ノ
内
ニ
見
事
モ
此
ニ
テ
可
意
得
㆒
。
此
ノ
心
ロ

本
ヨ
リ
モ
ノ
ニ
ケ
カ
レ
ス
、
山
ニ
モ
河
ニ
モ
ナ
ラ
ス
。
不
反
ナ
ル

カ
故
ニ
万
ノ
モ
ノ
ヲ
テ
ラ
ス
巧
能
有
也
。
是
ヲ
明
心
ト
云
。
妄
心

ヲ
我
心
ト
ヲ
モ
ヘ
ル
ホ
ト
ハ
、
縁
ニ
ア
ヒ
テ
ヲ
コ
ル
心
ニ
シ
タ
カ

ヒ
テ
、
地
獄
ニ
モ
ヲ
チ
、
畜
生
ニ
モ
ナ
リ
ツ
ル
ヲ
、
本
ヨ
リ
此
縁
ニ

随
フ
心
ハ
客
人
ニ
テ
有
ケ
レ
ハ
、
此
心
来
ト
云
ヘ
ト
モ
ツ
イ
ニ
ト
仗

マ
ル
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
真
心
ハ
ア
ル
シ
ナ
レ
ハ
、
ハ
タ
ラ
ク
コ

ト
ナ
ク
シ
テ
、
ヨ
ク
ア
ヒ
シ
ラ
ヒ
テ
イ
タ
レ
ハ
、
来
ヲ
モ
不

厭
㆒
、
去
ヲ
モ
ト
仗
メ
サ
ル
ナ
リ
。
サ
ラ
ト
ウ
カ
フ
心
ヲ
不
シ
テ

用
㆒
真
心
ヲ
モ
テ
見
聞
ナ
ラ
ハ
、
一
切
ノ
善
心
ノ
事
ハ
皆
浄
行
也
。

此
ノ
真
心
ヲ
不
知
シ
テ
、
縁
ニ
随
フ
心
ヲ
我
心
ト
思
ツ
ル
ハ
、
因
果
ノ
道

理
ニ
テ
ツ
ク
ル
罪
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
生
ヲ
受
ケ
ツ
ル
ヲ

而シ
カ

レ
ハ
百ヒ
ヤ

年ク
ネ

ノン

夢ユ
メ

ノ
中ナ
カ

ニ
見ミ
ル

事コ
ト

モ
コ
レ
ニ
テ
心コ

仗

ウロ

ヘ
シ
。
此コ
ノ

心コ
仗
ロ

本モ
ト

ヨ
リ
物モ
ノ

ニ
穢ケ
カ

サ
レ
ス
、
山サ
ン

河カ

ニ
モ
ナ
ラ
ス
。
不フ

反ヘ
ン

ナ
ル

カ
故ユ

ヘ
ニ
万マ
ム

物モ
ツ

ヲ
照テ
ラ

ス
功ク

能ノ
ウ

ア
ル
ナ
リ
。
是コ
レ

ヲ
明ミ
ヤ
ウ

心シ
ム
ト
云イ
ウ

。
妄モ
ウ

心シ
ム

ヲ
我ワ
カ

心コ
仗

トロ

思ヲ
モ

ヘ
ル
程ホ
ト

ハ
、
縁エ
ン
ニ
逢ア
ウ
テ

發ヲ
コ
ル

心コ
仗

ニロ

随シ
タ

テカ

、
地チ

獄コ
ク

ニ
モ

オ
チ
、
畜チ

ク

生シ
ヤ

ニウ

モ
ナ
リ
ツ
ル
ヲ
、
本モ
ト

ヨ
リ
此
ノ
縁エ
ム
ニ

随シ
タ
カ
フ

心コ
仗
ロ

ハ

客キ
ヤ

人ク
シ

ニン

テ
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
此コ
ノ

心コ
仗
ロ

来キ
タ

トル

イ
ヘ
ト
モツ

遂イ
ニ

留ト
仗
マ

トル

云イ
ウ

コ

ト
ハ
リ
ナ
シ
。
真シ

ム

心シ
ム

ハ
ア
ル
シ
ナ
レ
ハ
、
ハ
タ
ラ
ク
コ
ト
ナ
ク

シ
テ
能ヨ

ク

ア
イ
シ
ラ
イ
テ
イ
タ
レ
ハ
、
来キ
タ

ヲル

モ
厭イ
ト

ハ
ス
、
去サ
ル

ヲ
モ

留ト
仗

サメ

ル
ナ
リ
。
サ
ラ
〳
〵
ト
浮ウ
カ

フ
心コ

仗

ヲロ

用モ
チ

イ
ス
シ
チ
真シ
ム

心シ
ム

ヲ
モ

テ
見ミ

聞キ
ク

ナ
ラ
ハ
、
一イ
チ

切サ
イ
ノ
善セ
ム

悪ア
ク

ノ
事コ
ト

皆ミ
ナ

浄シ
ヤ
ウ

行キ
ヤ
ウ

ナ
リ
。
此コ
ノ
ノ
真シ
ム

心シ
ム

ヲ
知シ
ラ

ラ
ス
シ
テ
、
縁エ
ム
ニ

随
シ
タ
カ
ウ

心コ
仗

ヲロ

我ワ
カ

心コ
仗

トロ

思ヲ
モ

ツヒ

レ
ハ
、
因イ
ン

果ク
ワ

ノ
道タ
ウ

理リ

ニ
テツ

造ク
ル

罪ツ
ミ

ニシ

随タ
カ

テツ

生
ヲ
エ
ケ
ル
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迷
ト
名
ケ
、
真
心
ヲ
モ
チ
イ
ル
時
、
迷
コ
ト
ナ
カ
リ
ケ
リ
ト
得

意
㆒
處
ヲ
破
迷
ト
名
ク
。
此
理
ハ
リ
ヲ
エ
ツ
レ
ハ
、
万
ツ
ヲ
ウ
チ
ス

テ
仗
、
只
一
法
ニ
ナ
リ
カ
ヘ
ル
ナ
リ
。
夢
ノ
中
ニ
ミ
ヘ
ツ
ル
山
河

大
地
シ
ナ
〳
〵
ナ
レ
ト
モ
、
心
ノ
外
ニ
別
物
ナ
シ
。
夢
覺
テ
後
ス

ツ
ル
ト
コ
ロ
モ
ナ
ク
、
サ
ル
ト
コ
ロ
モ
ナ
シ
。
又
、
風
ハ
イ
ツ

ク
ヨ
リ
来
ト
云
事
ヲ
モ
不
知
㆒
。
シ
ツ
マ
リ
ヌ
レ
ハ
、
又
、
フ
ク

ト
コ
ロ
モ
ナ
キ
カ
如
シ
。
皆
、
一
法
ナ
ル
コ
ト
ハ
カ
リ
也
。
如

是
㆒
得
意ヲ
㆒
入
理
ト
云
。
此
マ
テ
ハ
諸
教
ニ
云
處
ナ
リ
。
心
源
ヲ

コ
仗
ロ
エ
ツ
レ
ハ
、
別
ニ
其
躰
有
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
諸
教
ニ
ハ
塵
ヲ
ハ

ラ
ヒ
テ
鏡
ヲ
得
、
宗
門
ニ
ハ
本
ヨ
リ
塵
ナ
シ
ト
云
。
諸
教
ニ
ハ
工
夫

ヲ
シ
テ
玉
ヲ
得
、
宗
門
ニ
ハ
先
ツ
玉
ヲ
得
テ
、
ウ
シ
ナ
ハ
シ
ト
テ
工

夫
ヲ
用
ル
也
。
大
根
ノ
者
ハ
工
夫
ヲ
セ
サ
レ
ト
モ
、
自
然
ニ
ス
仗
ム

也
。
此
ヲ
不
求
㆒
不
尋ヲ
㆒
工
夫
ト
云
。

迷メ
イ

ト
名ナ
ツ

ケ
ツ
ル
ヲ
、
真シ
ム

心シ
ム

ヲモ

用チ
イ

トル

キマ

迷ト
ウ

事コ
ト

ナ
カ
リ
ケ
リ
ト
、コ

心仗
ロ

ウ
ル
處ト
コ

ヲロ

破ハ

迷メ
イ

ト
名ナ
ツ

ク
。
此コ
ノ

理コ
ト
ハ

ヲリ

エ
ツ
レ
ハ
、
万ヨ
ロ

ヲツ

ウ
チ
ス

テ
仗
、
只タ

仗

一イ
ツ

法ホ
ウ

ニ
ナ
リ
カ
ヘ
ル
也
。
夢
中

ユ
メ
ノ
ウ
チ

ニ
見ミ
エ

ツ
ル
山セ
ム

河カ

大タ
イ

地チ

シ
ナ
〳
〵
ナ
レ
ト
モ
、コ

心仗
ロ

ノホ

外カ
ニ

別ヘ
チ

ノ
物モ
ノ

ナ
シ
。
夢ユ
メ

覺サ
メ

テテ

後ノ
チ

ユ
ツ

ル
所ト

コ

モロ

ナ
ク
、
去サ
ル

所ト
コ

モロ

ナ
シ
。
又マ
タ

、
風カ
セ

ハ
イ
ツ
ク
ヨ
リ
来キ
タ

ル
ト

云イ
ウ

事コ
ト

モ
シ
ラ
ス
。
シ
ツ
マ
リ
ヌ
レ
ハ
、
又マ
タ

吹フ
ク

所ト
コ

モロ

ナ
キ
カ
コ
ト

シ
。
皆ミ

ナ

一イ
ツ

法ホ
ウ

ナ
ルコ

理ト
ハ

ナリ

リ
。
カ
ク
ノコ

如ト
ク

心コ
仗

ウロ

ル
ヲ
、
入ニ
ウ

理リ

ト
云イ
ウ

。

是コ
レ

マ
テ
ハ
諸シ
ヨ

教ケ
ウ

ニ
云イ
ウ

ト
コ
ロ
也
。
心シ
ム

源ケ
ン

ヲ
心コ

仗

エロ

ツ
レ
ハ
、
後ノ
チ

ニ

別ヘ
ツ

ニ
其ソ
ノ

躰タ
イ

有ア
ル

ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
諸シ
ヨ

教ケ
ウ

ニ
ハ
塵チ
リ

ヲ
拂ハ
ラ

テツ

鏡カ
仗

ヲミ

エ
、シ

宗ユ
ウ

門モ
ム

ニ
ハ
本モ
ト

ヨ
リ
塵チ
リ

無ナ
シ

ト
云イ
ウ

。
諸シ
ヨ

教ケ
ウ

ニ
ハ
工ク

夫フ
ウ

ヲ
シ
テ
玉タ
マ

ヲ
エ
、シ

宗ユ
ウ

門モ
ム

ニ
ハ
始ハ
シ
メヨ

リ
玉タ
マ

ヲ
エ
テ
、
ウ
シ
ナ
ワ
シ
ト
工ク

夫フ
ウ

ヲ
用モ
チ

イ
ル
ナ

リ
。
大タ

イ

根コ
ン

ノ
モ
ノ
ハ
工ク

夫フ
ウ

ヲ
セ
サ
レ
ト
モ
、
自シ

然ネ
ン
ニ
ス
仗
ム
ナ

リ
。
求モ

ト

スメ

尋タ
ツ

サネ

ル
ヲ
工ク

夫フ
ウ

ト
云イ
ウ

。
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此
ヲ
求
ヲ
ハ
教
機
ト
云
。
此
心
源
ヲ
不
知
㆒
故
也
。
本
ヨ
リ
此
心
、

物
ニ
ケ
カ
サ
レ
ス
、
諸
法
モ
物
ヲ
ケ
カ
サ
仗
レ
ハ
、
ヲ
ソ
ル
仗
ト

コ
ロ
ナ
シ
。
浄
土
ト
テ
外
ヲ
不
可
求
㆒
。
而
ヲ
諸
教
ニ
ハ
心
モ
ノ
ニ

ケ
カ
サ
レ
、
諸
法
モ
物
ヲ
ケ
カ
ス
故
ニ
、
エ
土
ト
イ
ハ
レ
ケ
ル
ナ

リ
。
カ
ク
得
テ
意
㆒
不
ヲ
尋
ネ
求メ
㆒
入
機
ト
ハ
云
ナ
リ
。
機
絶
シ
テ

禅
師
ニ
ユ
ル
サ
ル
仗
ヲ
大
悟
ト
ハ
云
ナ
リ
。
此
ノ
道
理
ヲ
得
ツ
レ
ハ
、

何
事
モ
云
事
タ
カ
ハ
ス
。
ヒ
カ
事
ナ
キ
ヲ
的
意
ト
云
。
大
悟
ト
ハ
、

此
心
、
物
ニ
モ
ケ
カ
サ
レ
ス
、
色
ニ
モ
ウ
ツ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
大
用
ト
ハ

此
心
、
一
切
ノ
モ
ノ
ヲ
テ
ラ
シ
テ
ア
ハ
レ
ミ
ヲ
ナ
ス
ヲ
云
也
。

先
世
ノ
果
報
ニ
テ
此
身
ノ
ア
ル
ヘ
キ
程
ハ
、
火
ニ
モ
ヤ
ケ
、
水
ニ
モ
ヌ

レ
ト
モ
、
實
ニ
火
ニ
モ
水
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
處
ヲ
エ
ツ
レ
ハ
、
ア
ツ
ケ
レ

ハ
ア
フ
キ
ヲ
ツ
カ
ヒ
、
寒
レ
ハ
物
ヲ
キ
ル
ハ
、
幻
化
ノ
空
身
ノ
カ

タ
ヲ
ア
ハ
レ
ム
化
他
門
也
。

此コ
レ

ヲ

求モ
ト
ム

ヲル

ハ
教ケ
ウ

機キ

ト
云イ
フ

。
此コ
ノ

心シ
ム

源ケ
ム

ヲ
不
知

シ
ラ
サ
ル
カ

故ユ
ヘ

ナ
リ
。
本モ
ト

ヨ
リ

此コ
ノ

心シ
ム

、
物モ
ノ

ニ
穢ケ
カ

サ
レ
ス
、
又マ
タ

諸シ
ヨ

法ホ
ウ
モ
物モ
ノ
ヲ
ケ
カ
サ
仗
レ
ハ
、ヲ

恐ソ
ル
仗

ト
コ
ロ
ナ
シ
。
浄シ
ヤ

土ウ
ト

ト
テ
外ホ
カ

ニ
求モ
ト

ム
ヘ
カ
ラ
ス
。シ

而カ
ル
ニ
諸シ
ヨ

教ケ
ウ
ニ
ハ

心シ
ム

物モ
ノ
ニ
ケ
カ
サ
レ
、
諸シ
ヨ

法ホ
ウ

モ
物モ
ノ

ヲ
ケ
カ
サ
ス
。カ

故
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
穢エ

土ト

ト

イ
ハ
レ
ケ
リ
。
カ
ク
心コ

仗

エロ

テ
求モ
ト

メ
尋タ
ツ

サネ

ル
ヲ
入ニ
ウ

機キ

ト
ハ
云イ
ウ

ナ
リ
。

機キ

ニ
詫タ
ク

シ
テ
禅セ
ン

師シ

ニ
ユ
ル
サ
ル
仗
ヲ
大タ
イ

悟コ

ト
ハ
云イ
ウ

ナ
リ
。
此コ
ノ

道タ
ウ

理リ

ヲ
エ
ツ
レ
ハ
、
何ナ
ニ

事コ
ト

モ
イ
フ
コ
ト
タ
カ
ハ
ス
。
僻ヒ
カ

事コ
ト

ナ
キ
ヲ

的チ
ヤ

意ク
イ

ト
云イ
フ

。
大タ
イ

悟コ

ト
ハ
、
此コ
ノ

心コ
仗

、ロ

物モ
ノ

ニ
モ
穢ケ
カ

サ
レ
ス
、
色イ
ロ

ニ
モ

ウ
ツ
ラ
ヌ
也
。
大
用ユ
ウ

ト
ハ
此コ
ノ

心コ
仗

、ロ

一
切サ
イ

ノ
物モ
ノ

ヲ
照テ
ラ

テシ

愍ア
ハ
レ

ヲミ

ナ

ス
ヲ
云イ
ウ

ナ
リ
。
先セ
ム

世セ

ノ
果ク
ワ

報ホ
ウ

ニ
テ
此コ
ノ

身ミ

ア
ル
ヘ
キ
程ホ
ト

ハ
、
火ヒ

ニ

モ
焼ヤ

ケ
、
水ミ
ツ

ニ
モ
ヌ
ル
レ
ト
モ
、マ

實コ
ト
ニ
火ヒ

ニ
モ
水ミ
ツ

ニ
モ
ナ
ラ
ヌ

所ト
コ

ヲロ

エ
ツ
レ
ハ
、
ア
ツ
ケ
レ
ハ
扇ア
ヲ

ヲキ

ツ
カ
ウ
。
寒サ
ム

ケ
レ
ハ
物モ
ノ
ヲ

キ
ル
ハ
、
幻ク
エ

化ン
ク

ノエ

空ク
ウ

身シ
ム

ノ
形カ
タ

ヲチ

哀
化

ア
ハ
レ
ム
ケ

他タ

門モ
ン

ナ
リ
。



『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

一
〇

人
ヲ
ニ
ク
ミ
罵ノ
リ

打ウ
チ

ナ
ム
ト
ス
ル
モ
、
降
伏
門
ノ
方
マ
テ
大
悲
普
門

ノ
身
也
ト
心
ウ
ヘ
キ
也
。
ク
ネ
ナ
ク
ア
リ
ノ
マ
仗
ニ
見
所
ヲ
ハ

大
悟
ト
名
。
此
上
ニ
智
恵
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
、
物
ヲ
ハ
カ
ラ
ヒ
ワ
キ
マ

フ
ル
方
ヲ
大
用
ト
云
也
。
是
ヲ
同
躰
ノ
大
悲
ト
云
。
譬
ヘ
ハ
日
輪
ノ

物
ヲ
照
カ
如
ク
、
家
ノ
上
ニ
限
ル
様
ニ
ミ
ユ
レ
ト
モ
、
山
ヲ
テ
ラ
ス

光
、
河
ヲ
照
光
不
別
㆒
。
同
光
ノ
万
ノ
物
ヲ
照
様
ニ
、
機
ニ
向
時
一

人
ア
ハ
レ
ム
ニ
ニ
タ
レ
ト
モ
、
是
ハ
大
日
ノ
大
用
也
。
尺
迦
ノ
化

道
モ
此
イ
ハ
レ
ナ
リ
。
幻
化
ノ
空
身
ノ
ア
ラ
ム
程
ハ
サ
キ
〳
〵
ノ

タ
ウ
リ
ア
レ
ハ
、
我
身
ニ
タ
カ
フ
所
ヲ
ニ
ク
ミ
モ
ス
ル
ハ
ミ
ナ

大
用
也
。
此
ノ
事
ヲ
ア
ハ
レ
ム
カ
タ
ハ
化
他
門
也
。
道
理
モ
ナ
ク

人
ヲ
ニ
ク
ミ
ワ
ル
シ
ト
思
ヲ
オ
サ
ヘ
テ
化
他
門
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。

是
幻
化
ノ
空
身
ノ
方
ニ
テ
ア
レ
ハ
、
カ
ク
自
在
ナ
ラ
ヌ
所
ヲ
大
用

ニ
テ
化
他
ス
ル
也
。

人ヒ
ト

ヲ
悪ミ
ク

ミ
、
ノ
リ
打ウ
チ

ナ
ム
ト
ス
ル
モ
、
降カ
ウ

伏フ
ク

門モ
ン

ノ
方カ
タ

マ
テ
大
悲ヒ

門モ
ン

ノ
身シ
ン

ナ
リ
ト
心
ウ
ヘ
キ
ナ
リ
。
タ
仗
ク
ネ
ナ
ク
ア
リ
ノ
マ
仗

ニ
見ミ

ル

所ト
コ

ヲロ

ハ
大
悟コ

ト
名ナ

ツ
ク
。
此コ
ノ

上ウ
ヘ
ニ

智チ

恵エ

ヲ
發ヲ
コ
シテ

、
物モ
ノ

ヲ
ハ
カ

ラ
イ
ワ
キ
マ
ウ
ル
方カ
タ

大
用ユ
ウ

ト
云イ
フ

ナ
リ
。
是コ
レ

ヲ
同ト
ウ

躰タ
イ

ノ
大タ
イ

悲ヒ

ト
云イ
フ

。

喩タ
ト

ヘ
ハ
、
日ニ
チ

輪リ
ン

ノ
物モ
ノ

ヲ
照テ
ラ

ス
カ
コ
ト
シ
。
我ワ
カ

上ウ
ヘ

ニカ

限キ
ル

様ヤ
ウ

ニ
ミ
ユ

レ
ト
モ
、
山ヤ

マ

ヲ
照テ
ラ

ス
ヒ
カ
リ
、
河カ
ワ

ヲ
照テ
ラ

ス
光ヒ
カ

ワ
カ
タ
ス
。
同ヲ
ナ

ヒシ

カ
リ
ノ
万ハ
ン

物フ
ツ

ヲ
照テ
ラ

ス
様ヤ
ウ

ニ
、
機キ

ニ

向ム
カ
ウ

時ト
キ

ハ
一
人
ヲ
哀ア
ワ

ムレ

ニ
似ニ

タ

レ
ト
モ
、
此コ

レ
ハ
大タ
イ

日ニ
チ

ノ
大タ
イ

用ユ
ウ

也
。
釋シ
ヤ

迦カ

化ク
エ

道タ
ウ

モ
此コ
ノ

イ
ハ
レ
ナ
リ
。

幻
化

ク
エ
ン
ク
エ

ノ
空ク
ウ

身シ
ン

ノ
ア
ラ
ム
程ホ
ト

ハ
、
タ
カ
ウ
所ト
コ

ヲロ

ニ
ク
ミ
モ
ス
ル

ハ
、
皆ミ

ナ

大タ
イ

用ユ
ウ

ナ
リ
。
此コ
ノ

事コ
ト

ヲア

哀ワ
レ
ム

方カ
タ

ハ
化ク
エ

他タ

門モ
ン

ナ
リ
。
道タ
ウ

理リ

モ

ナ
ク
人ヒ
ト

ヲ
悪ニ
ク

ミ
ワ
ル
シ
ト
思ヲ
モ

フ
ヲ
オ
サ
エ
テ
化ク
ワ

他タ

門モ
ン

ト
云イ
ウ

ニ
ハ

ア
ラ
ス
。
是コ

レ

ハク

幻エ
ン

化ク
エ
ノ
空ク
ウ

身シ
ム
ノ
方カ
タ

ニ
テ
カ
ク
自シ

在サ
イ

ナ
ラ
ヌト

所コ
ロ
ヲ

大タ
イ

用ユ
ウ
ニ
テ
化ク
エ

他タ

ス
ル
。



『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

一
一

衆
生
ノ
方
モ
智
恵
門
ヲ
ヲ
コ
ス
。
普
門
身
ノ
方
モ
同
大
用
ニ
テ
ア
リ

ナ
カ
ラ
、
出
化
ノ
空
身
ノ
方
ヲ
化
ス
ル
ナ
リ
。
同
躰
ニ
テ
ア
レ
ト

モ
、
頭
ハ
上
ニ
有
、
足
ハ
下
ニ
有
カ
如
シ
。
同
躰
ナ
カ
ラ
佛
ヲ
ウ
ヤ

マ
ウ
ハ
、
此
ノ
イ
ハ
レ
ナ
リ
。
夫
、
以
念
㆒
為
念
㆒
、
以
生
㆒
為

生
㆒
者
、
常
見
ノ
之
所
執
也
。
以
無
念
㆒
為
念ト
㆒
、
以
無
生ヲ
㆒
為

生
㆒
者
、
邪
見
之
所
惑
也
。
念
与
無
念
㆒
生
与
無
生
㆒
者
、
第

一
義
諦
也
。
是
以
實
際
ノ
理
地
ニ
ハ
一
塵
ヲ
モ
不
受
㆒
。
而
上
諸

佛
ト
シ
テ
可
念
㆒
ナ
ク
、
浄
土
ト
シ
テ
可
生
㆒
ナ
シ
。
佛
事
門
ノ
中
ニ

ハ
、
不
捨
一
法ヲ
モ㆒

、
惣
テ
持
諸
根
ヲ
。
蓋
シ
有
念
佛
三
昧
㆒
、
還

源
ノ
要
術
也
。
往
生
ノ
一
門
ヲ
示
開
ス
ル
ナ
リ
。
所
-以
ニ
終
日
念

佛
、
而
不
乖ソ

ム
カ

於
無
生ニ
㆒
。

衆
生シ
ヤ

ノウ

方カ
タ

モ
智チ

恵エ

門モ
ン

ヲ
發ヲ
コ

ス
。
普フ

門モ
ン

身シ
ン

ノ
方カ
タ

ニ
モ
同ヲ
ナ

シシ

ク
大
用ユ
ウ

ニ
テ
ア
リ
ナ
カ
ラ
、ク

幻エ
ン

化ク
エ
ノ
空ク
ウ

身シ
ン
ノ

方カ
タ

ヲ
化ク
エ

エ
ル
ナ
リ
。
同ト
ウ

躰タ
イ

ニ
テ
ア
レ
ト
モ
、
頭カ
シ

ヲラ

ハ
上カ
ミ

ニ
ア
リ
、
足ア
シ
ハ
下シ
モ

ニ
ア
ル
カ
コ
ト

シ
。
同ト

ウ

躰タ
イ

ナ
カ
ラ
佛ホ
ト

ヲケ

ウ
ヤ
マ
ウ
ハ
、
此コ

ノ
謂イ
ハ
レ
ナ
リ
。
夫ソ
レ

、

念ネ
ム

ヲ
モ
チ
念ネ
ム

ト
シ
テ
、
生シ
ヤ

ヲウ

モ
チ
生シ
ヤ

トウ

ス
ル
者ハ

常シ
ヤ
ウ

見ケ
ン
ノ

所シ
ヨ

執シ
ユ

ナウ

リ
。
無ム

念ネ
ン

ヲ
モ
チ
念ネ
ン

ト
シ
テ
、
無ム
シ

生ヤ
ウ

ヲ
モ
チ
生シ
ヤ

トウ

ス
ル
ハ
邪シ
ヤ

見ケ
ン

ノ
所シ
ヨ

執シ
ユ

ナウ

リ
。
念ネ
ン

ニ
シ
テ
無ム

念ネ
ン

、
生シ
ヤ

ニウ

シ
テ
無ム
シ

生ヤ
ウ

ナ
ル
ハ
第タ
イ

一イ
チ

義キ

躰タ
イ

ナ
リ
。
是コ
レ

ヲ
モ
チ
實シ
ツ

際サ
イ

ノ
理リ

地チ

ニ
ハ
一
塵チ
ン

ヲ
モ
ウ
ケ
ス
。

而シ
カ

レシ

ハ
上カ
ミ

諸シ
ヨ

佛フ
ツ

ト
シ
テ
念ネ
ム

ス
ヘ
キ
モ
ナ
シ
。
浄シ
ヤ

土ウ
ト

ト
シ
テ
生シ
ヤ

スウ

ヘ
キ
モ
ナ
シ
。
佛フ
ツ

事シ

門モ
ム
ノ
中ナ
カ
ニ
ハ
、
一
法ホ
ウ

ヲ
モ
ス
テ
ス
、
惣ソ
ウ

テシ

諸シ
ヨ

根コ
ン
ヲ

持タ
モ

。ツ

蓋ケ
タ
シ

念ネ
ム

佛フ
ツ

三サ
ン

昧マ
イ

還ク
ワ
ン

源ケ
ン
ノ
要エ
ウ

術シ
ユ

アツ

リ
。
往ヲ
ウ

生シ
ヤ

ノウ

一イ
チ

門モ
ム

ヲ

開カ
イ

示シ

ス
ル
ナ
リ
。
所コ
ノ

以ユ
ヘ

ニ
終ヒ
メ

-
日ム
ス
ニ

念ネ
ム

佛フ
ツ

而シ
テ

無ム
シ

生ヤ
ウ
ニ
ソ
ム
カ
ス
。



称
名
寺
本
『
明
心
』
と
高
野
山
本
『
明
心
』
を
比
較
し
た
が
、
称
名
寺
本
『
明
心
』
は
片
仮
名
表
記
が
よ
り
多
く
、「
一
（
二
）

点
」
を
含
む
漢
文
形
式
を
残
し
て
い
る
。
一
方
、
高
野
山
本
『
明
心
』
は
漢
字
表
記
が
多
く
、
漢
字
の
ほ
と
ん
ど
に
ル
ビ
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
内
容
は
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
細
か
な
異
同
の
主
な
も
の
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

称
名
寺
本
『
明
心
』

高
野
山
本
『
明
心
』

・
｢若
真
心
ノ
明
ナ
ル
所
ヲ
エ
ツ
レ
ハ
｣

・
｢若
心
ノ
明
ナ
ル
處
ヲ
エ
ツ
レ
ハ
」

・
｢真
心
清
カ
ユ
ヘ
ニ
｣

・
｢真
如
清
カ
故
ニ
」

・
｢真
心
ハ
物
ヲ
モ
サ
ヘ
ス
｣

・
(な
し
）

・
｢ト
仗
マ
ル
ト
云
コ
ト
ナ
シ
｣

・
｢留
ル
ト
云
コ
ト
ハ
リ
ナ
シ
｣

・
｢夢
覺
テ
後
ス
ツ
ル
ト
コ
ロ
モ
ナ
ク
｣

・
｢夢
覺
テ
後
ユ
ツ
ル
所
モ
ナ
ク
」

・
｢機
絶
シ
テ
禅
師
ニ
ユ
ル
サ
ル
｣

・
｢機
ニ
詫
シ
テ
禅
師
ニ
ユ
ル
サ
ル
」

・
｢サ
キ
〳
〵
ノ
タ
ウ
リ
ア
レ
ハ
、
我
身
ニ
タ
カ
フ
所
ヲ
｣

・
｢ア
ム
程
ハ
タ
カ
ウ
所
ヲ
」

・
｢出
化
ノ
空
身
ノ
方
ヲ
化
ス
ル
ナ
リ
｣

・
｢幻
化
ノ
空
身
方
ヲ
化
ス
ル
ナ
リ
」

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

一
二

故
ニ
能
凡
聖
各
ノ
住
シ
テ
因
位ニ
㆒
而
感
應
道
交
シ
、
東
西
ニ
不
シ
テ

相
ヒ
往
来
㆒
而
神タ
マ

シ
イ
還
サ
ン
浄
刹ニ
㆒
。
此
ハ
不
可
得
ニ
シ
テ
而
致
詰

ス
ル
也
。

雪
竇
云

見
聞
覺
知
非
一
々

山
河
不
在
鏡
中
観

蒼
天
月

落
夜
将
半

誰
共
澄
潭
照
影
寒

故カ
ル
カ

ヘユ

ニ
能ヨ
ク

凡ホ
ン

聖シ
ヤ
ウ

各
ヲ
ノ
〳
〵

自シ

位イ

ニ
住チ
ウ

シ
テ
感カ
ン

應オ
ウ

道
交

タ
ウ
ケ
ウ
シ
テ、

東ト
ウ

西サ
イ

相ア
イ

往ヲ
ウ

来ラ
イ

セ
ス
シ
テ
神
浄
刹

タ
マ
シ
イ
シ
ヤ
ウ
セ
ツ

ニ
ウ
ツ
ル
。
此
不
可
得

コ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ウ

㆒
与ト

致チ

詰キ
ツ

イ
タ
ス
セ
メ
ヲ

ス
ル
コ
ト
也
。
同
答
義
也

ヲ
ナ
シ
ク
コ
タ
ウ
ル
キ
ナ
リ。

明
心



・
｢第
一
義
諦
也
｣

・
｢第
一
義
躰
ナ
リ
」

・
｢凡
聖
各
ノ
住
シ
テ
因
位
ニ
㆒
｣

・
｢凡
聖
各
自
位
ニ
住
シ
テ
」

更
に
、
称
名
寺
本
に
は
最
後
に
雪
竇
の
「
偈
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
高
野
山
本
に
は
無
い
。
お
し
な
べ
て
、
称
名
寺
本
の
方
が
正

確
で
あ
り
（
但
し
、「
出
化
ノ
空
身
ノ
方
ヲ
化
ス
ル
ナ
リ
」
は
高
野
山
本
が
正
し
い
）
高
野
山
本
は
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
高
野
山
本
の
ル
ビ
の
表
記
は
「
明
心
」
を
「
メ
イ
シ
ム
」
及
び
「
ミ
ヤ
ウ
シ
ム
」
と
付
す
場
合
、
ま
た
「
真
心
」
を

「
シ
ン
シ
ン
」
及
び
「
シ
ム
シ
ム
」
と
付
す
場
合
な
ど
が
あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
は
『
明
心
』
か
ら

五
箇
所
の
引
用
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
内
容
は
概
ね
称
名
寺
本
、
高
野
山
本
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
な
表
現

で
は
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
箇
所
が
多
々
あ
る
。
従
っ
て
、『
明
心
』
に
は
い
く
つ
か
の
写
本
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
円
爾

作
の
法
語
と
し
て
中
世
か
ら
近
世
に
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
伺
え
る
。

(二
）『
大
明
録
』「
明
心
」
の
項
目
と
『
明
心
』
に
つ
い
て

『明
心
』
が
『
大
明
録
』
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。『
大
明

録
』
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
椎
名
氏
が
『
大
明
録
』
の
目
次
に
示
さ
れ
た
「
祖
語
」、「
仏
経
」、「
道
経
」、「
諸
集
」、「
数
家
」

の
分
類
に
対
し
、
相
当
す
る
巻
数
、
丁
数
、
表
裏
を
全
て
呈
示
し
、
圭
堂
が
依
拠
す
る
文
献
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

石
井
氏
は
『
大
明
録
』
冒
頭
の
空
隠
道
人
の
「
序
」、
圭
堂
に
よ
る
「
序
」
及
び
「
仏
法
大
明
綱
目
」
の
総
論
部
分
を
全
て
訓
読
文

に
表
し
、
初
め
て
『
大
明
録
』
の
要
約
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
。
市
川
浩
史
氏
は
虎
関
師
錬
撰
『
元
亨
釈
書
』「
慧
日
山
円
爾
」
の

条
に
記
さ
れ
た
師
錬
に
よ
る
『
大
明
録
』
の
解
釈
を
通
じ
、『
大
明
録
』
の
内
容
を
論
じ
て
い
る()。
10

以
上
、
先
行
研
究
で
は
、『
大
明
録
』
の
引
用
文
献
、「
序
」
の
部
分
、
ま
た
は
師
錬
か
ら
み
た
『
大
明
録
』
の
内
容
の
一
部
分
な

ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
、『
大
明
録
』
に
は
具
体
的
に
ど
の
資
料
の
ど
の
部
分
を
圭
堂
が
引
用
し
、
さ
ら
に
、
圭
堂

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

一
三



自
身
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
を
し
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
筆
者
は
『
大
明
録
』「
明
心
」
の
項
目
に
限
定
し
、

詳
し
く
内
容
を
読
み
取
り
、『
明
心
』
の
「
明
心
」（
以
後
、『
明
心
』
に
お
け
る
「
明
心
」
の
項
目
を
意
味
す
る
と
き
は
明
心
と
記
す
。
ま
た

他
の
項
目
を
示
す
場
合
も
□
を
付
し
た
）
の
記
述
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
。

始
め
に
、『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
二
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
東
福
寺
塔
頭
霊
雲
院
所
蔵
の
『
仏
法
大

明
録
』
二
〇
巻
四
冊
の
影
印
版
（
以
後
、
東
福
寺
本
『
大
明
録
』）
に
は
乱
丁
が
あ
る
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
当
所
、

上
記
の
東
福
寺
本
『
大
明
録
』
に
依
っ
て
い
た
。
同
時
に
虎
関
師
錬
撰
『
済
北
集
』
及
び
『
元
亨
釈
書
』
な
ど
を
脇
に
置
い
て
、
本

文
を
読
み
進
め
て
い
た
。
す
る
と
、
師
錬
が
「
浄
行
（
上
）」
に
当
た
る
部
分
を
述
べ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
東
福
寺
本
『
大
明
録
』

で
は
、
そ
の
内
容
が
「
明
心
」
の
項
目
部
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
急
遽
、
駒
澤
大
学
所
蔵
の
「
古
活
字
版
」『
大

明
録
』（
以
後
、
駒
大
本
『
大
明
録
』）
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
、
比
較
検
討
し
た
結
果
、
東
福
寺
本
『
大
明
録
』
の
「
明
心
」
と
「
浄
行

（
上
）」
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
乱
丁
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
そ
れ
を
整
理
し
て
示
す
。

東
福
寺
本

一
〇
九
頁
↓
一
一
〇
頁
↓
一
一
一
頁
↓
一
一
二
頁
↓
一
一
三
頁
↓
一
一
四
頁
↓
一
一
五
頁
↓
一
一
六
頁
↓
一
一

七
頁
↓
一
一
八
頁
↓
一
一
九
頁
↓
一
二
〇
頁
↓
一
二
一
頁

正
し
い
丁
順

一
〇
九
頁
↓
一
一
〇
頁
↓
一
一
一
頁
↓
一
一
二
頁
↓
一
一
三
頁
↓
一
一
四
頁
↓
一
一
八
頁
↓
一
一
六
頁
↓
一
一

七
頁
↓
一
一
五
頁
↓
一
一
九
頁
↓
一
二
〇
頁
↓
一
二
一
頁

上
記
東
福
寺
本
『
大
明
録
』
に
関
し
て
は
椎
名
氏
が
解
題
を
著
し
て
い
る
が()、
乱
丁
に
つ
い
て
の
指
摘
は
見
ら
れ
な
い
。
筆
者
は
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今
回
乱
丁
に
関
し
て
「
明
心
」
と
「
浄
行
（
上
）」
の
部
分
の
み
言
及
し
た
が
、
そ
の
他
の
部
分
お
よ
び
駒
大
本
以
外
の
写
本
の
乱

丁
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
た
め
、
今
後
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
師
錬
が
見
て
い
た
東
福
寺
本
『
大

明
録
』
は
正
し
い
丁
順
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
乱
丁
が
生
じ
た
の
は
師
錬
（
一
二
七
八
袞
一
三
四
六
）
が
読
み
終
え
た
後
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
東
福
寺
本
『
大
明
録
』
は
、「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
」
に
「
大
明
録
三
冊()」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
一

12

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
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四
世
紀
の
時
点
で
は
三
冊
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
の
四
冊
に
編
集
さ
れ
た
時
点
に
乱
丁
が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
大
明
録
』「
明
心
」
の
構
成
を
見
て
み
よ
う()。
基
本
的
な
形
式
は
経
論
な
ど
の
引
用
文
を
掲
載
し
た
後
、
作
者
の
圭
堂
が

13

そ
の
引
用
部
分
を
要
約
す
る
か
、
圭
堂
自
身
の
考
え
を
表
す
（「
圭
堂
曰
」）。
順
を
追
っ
て
そ
の
構
成
を
下
記
に
記
す
。

｢圭
堂
曰
」
↓
『
楞
厳
経
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
↓
「
圭

堂
曰
」
↓
『
円
覚
経
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
楞
伽
経
』
↓
『
永
嘉
証
道
集
』
↓
『
楞
厳
経
』
↓
『
寿
禅
師
万
喜
同
帰
集
』
↓
「
圭

堂
曰
」
↓
『
景
徳
伝
灯
録
』
↓
『
龍
済
紹
修
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
伝
灯
録
』
↓
『
唐
相
国
杜
鴻
漸
』
↓
『
荘
椿
論
』
↓

『
圭
峰
密
禅
師
円
覚
疏
序
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
天
聖
広
灯
録
』
↓
『
黄
檗
心
要
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」

↓
『
宗
門
統
要
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
二
祖
可
大
師
』
↓
『
四
祖
信
大
師
』
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
龍
潭
崇
信
禅

師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
馬
祖
道
一
大
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
大
梅
法
常
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
南
泉
普
願
禅
師
』
↓

「
圭
堂
曰
」
↓
『
湖
南
如
会
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
大
潙
祐
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
盤
山
宝
積
禅
師
』
↓
『
続
灯
録
』

↓
『
広
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
弥
勒
偈
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
南
安
厳
志
』
↓
『
寒
山
子
集
』
↓
『
華
厳
経
』
↓
『
金
剛
蔵

菩
薩
』
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
楞
厳
経
』
↓
「
圭
堂
曰
」

以
上
纏
め
る
な
ら
ば
、
引
用
は
三
七
箇
所
か
ら
、
ま
た
「
圭
堂
曰
」
の
箇
所
は
二
二
回
に
の
ぼ
る
。
筆
者
の
理
解
に
依
れ
ば
、
最
初

の
「
圭
堂
曰
」
↓
（
Ａ
）『
楞
厳
経
』
↓
（
ア
）「
圭
堂
曰
」
↓
（
Ｂ
）「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
↓
（
イ
）「
圭
堂
曰
」
↓
（
Ｃ
）

「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
↓
（
ウ
）「
圭
堂
曰
」
↓
『
円
覚
経
』
↓
（
エ
）「
圭
堂
曰
」
ま
で
が
「
真
心
と
妄
心
の
違
い
」
を
説
く
。

次
の
『
楞
伽
経
』
↓
『
永
嘉
証
道
集
』
↓
『
楞
厳
経
』
↓
『
寿
禅
師
万
喜
同
帰
集
』
↓
（
オ
）「
圭
堂
曰
」
↓
『
景
徳
伝
灯
録
』
↓

『
龍
済
紹
修
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
ま
で
が
「
真
心
の
体
」
に
つ
い
て
説
く
。
三
番
目
の
『
伝
灯
録
』
↓
『
唐
相
国
杜
鴻
漸
』
↓

『明
心
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つ
い
て
の
考
察
（
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『
荘
椿
論
』
↓
『
圭
峰
密
禅
師
円
覚
疏
序
』
↓
「
圭
堂
曰
」
は
「
真
心
の
性
」
に
つ
い
て
説
き
、
四
番
目
の
『
天
聖
広
灯
録
』
↓

『
黄
檗
心
要
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
宗
門
統
要
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
二
祖
可
大
師
』
↓
『
四
祖
信

大
師
』
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
龍
潭
崇
信
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
ま
で
が
「
真
心
の
存
在
」
を
説
く
。
五
番
目
の
『
馬

祖
道
一
大
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
大
梅
法
常
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
南
泉
普
願
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
湖
南
如
会
禅

師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
ま
で
が
「
真
心
に
対
す
る
理
解
」、
六
番
目
の
『
大
潙
祐
禅
師
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
盤
山
宝
積
禅
師
』
↓

『
続
灯
録
』
↓
『
広
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
弥
勒
偈
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
南
安
厳
志
』
↓
『
寒
山
子
集
』
で
は
「
真
心
は
自

然
」
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
最
後
、『
華
厳
経
』
↓
『
金
剛
蔵
菩
薩
』
↓
『
伝
灯
録
』
↓
「
圭
堂
曰
」
↓
『
楞
厳
経
』
↓
「
圭
堂
曰
」

ま
で
が
「
真
心
が
絶
対
の
常
住
不
滅
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
言
う
「
真
心
」
の
表
現
の
一
部
は
「
明
心
」
と
置

き
換
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

最
初
の
「
真
心
と
妄
心
の
違
い
」
を
説
く
部
分
で
は
、
先
ず
『
楞
厳
経
』
巻
一
の
仏
が
阿
難
に
心
の
所
在
を
問
い
か
け
る
所
謂

「
七
処
徴
心()」
の
七
問
七
答
の
一
部
を
引
用
す
る
。
圭
堂
は
「
一
問
」、「
二
問
」
と
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
点
と
な
る
こ
と
ば
を
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以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。（
↓
（
Ａ
）『
楞
厳
経
』）

佛
告
阿
難
。
吾
今
問
汝
。
唯
汝
之
心
。
今
何
所
在
。
阿
難
白
言
。
我
與
衆
生
。
同
將
識
心
居
在
身
内
。
佛
言
。
若
在
身
内
。
縱

不
能
見
心
肝
脾
胃
。
而
爪
生
髮
長
筋
轉
脈
搖
。
何
不
明
了
。
汝
言
在
内
。
無
有
是
處
。（
一
問
）
阿
難
言
。
我
今
悟
心
。
如
燈

遠
照
。
實
居
身
外
。
佛
言
。
心
在
身
外
。
身
則
無
覺
。
覺
在
身
際
。
心
伺
在
外
。（
二
問
）
阿
難
言
。
我
今
思
忖
。
心
伏
根
裏
。

心
随
根
覺
。
佛
言
。
心
随
根
覺
。
應
能
見
根
。
心
不
見
根
。
云
何
伏
内
。（
三
問
）
阿
難
言
。
閉
眼
見
暗
。
名
見
心
否
。
佛
言
。

見
暗
名
心
。
則
暗
室
中
。
皆
汝
焦
腑
。（
四
問
）
阿
難
又
言
。
我
今
思
惟
。
心
生
法
生
。
心
随
處
有
。
佛
言
。
心
随
處
有
。
則

汝
覺
心
。
爲
有
一
體
。
爲
復
多
體
。（
五
問
）
阿
難
言
。
我
復
思
惟
。
不
在
内
外
。
心
在
中
間
。
佛
言
。
在
身
爲
邊
。
在
中
同
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内
。
中
爲
何
所
。（
六
問
）
阿
難
又
言
。
然
則
倶
無
所
在
。
一
切
無
着
。
名
爲
心
不
。
佛
言
。
無
相
則
無
。
非
無
即
相
。
相
有

則
在
。
云
何
無
着
（
七
問()）
15

｢七
処
徴
心
」
に
つ
い
て
圭
堂
は
、「
一
問
」
は
「
在
内
」、「
二
問
」
は
「
在
外
」、「
三
問
」
は
「
根
裏
」、「
四
問
」
は
「
暗
室
中
」、

「
五
問
」
は
「
随
処
」、「
六
問
」
は
「
中
間
」、「
七
問
」
は
「
無
着
」
と
著
し
て
い
る
。
こ
の
『
楞
厳
経
』
の
引
用
文
の
要
約
に
対

し
、
圭
堂
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。（
↓
（
ア
）「
圭
堂
曰
」）

圭
堂
曰
。
阿
難
首
言
心
在
身
内
。
不
爲
過
矣
。
未
分
真
妄
之
別
。
則
思
慮
浮
游
。
起
滅
無
定
者
。
亦
豈
真
常
不
動
之
本
然
心
耶
。

真
妄
相
去
。
何
啻
萬
里
隔
。
世
尊
連
發
其
痼
疾
而
併
箴
之
。
七
次
徴
心
。
阿
難
皆
不
知
真
定
元
心
之
妙
。
而
一
以
胸
臆
之
粗
能

想
慮
者
而
爲
心
。
猶
之
指
鑛
為
金
。
謂
之
非
金
固
不
可
。
而
遽
謂
之
金
奚
可
哉
。
必
也
汰
妄
而
飭
真
。
則
元
心
見
矣()。（
圭
堂
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曰
く
、
阿
難
首は
じ

にめ

言
わ
く
、
心
は
身
内
に
在
り
て
過
ち
と
為
さ
ず
、
と
。
未
だ
真
妄
の
別
を
分
か
た
ず
。
則
ち
思
慮
浮
游
し
、
起
滅
定
む
る
こ

と
無
き
者
、
亦
た
豈
に
真
常
不
動
の
本
然
心
な
ら
ん
や
。
真
妄
の
相
去
り
、
何
ぞ
啻た
だ

万
里
を
隔
つ
る
の
み
な
ら
ん
。
世
尊
連つ
ら

ね
て
其
の
痼
疾
を

発あ
ば

き
、
併あ
わ

せ
て
に
之
の
七
次
の
徴
心
を
箴い
ま

むし

。
阿
難
皆
な
真
定
元
心
の
妙
を
知
ら
ず
。
而
て
一
に
胸
臆
の
粗
く
、
能
く
想
慮
す
る
者
を
以
て
心

と
為
す
。
猶
お
之こ
れ

鉱
を
指
し
て
金
と
為
す
が
ご
と
し
。
之こ
れ

金
に
非
ず
と
謂
う
も
、
固
よ
り
可
な
ら
ず
。
而
も
遽に
わ

にか

之
を
金
と
謂
う
。
奚な
ん

ぞ
可
な

ら
ん
や
。
必
ず
也や

妄
を
汰す
す

ぎ
て
、
真
をと

飭と
の

れう

ば
、
則
ち
元
心
見あ
ら

るわ

。）
(
)
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圭
堂
は
『
楞
厳
経
』
の
引
用
部
分
を
ま
と
め
、
阿
難
が
真
妄
の
分
別
を
し
な
い
為
に
過
ち
を
犯
し
て
い
る
と
云
い
、
経
典
の
原
文

に
は
未
だ
登
場
し
な
い
根
源
的
な
心
、
つ
ま
り
「
真
定
の
心
」
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。

次
の
（
Ｂ
）「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
か
ら
の
引
用
文
は
、
仏
が
阿
難
に
清
浄
妙
浄
明
心
を
以
て
見
る
こ
と
を
説
く
箇
所
で
あ
る
。
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心
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に
つ
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て
の
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察
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但
し
、
前
述
の
よ
う
に
圭
堂
は
経
典
か
ら
全
て
の
こ
と
ば
を
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
で
要
点
と
な
る
部
分
を
抜
粋
し
て
、
ま

た
時
に
は
割
註
（【

】）
に
て
自
身
の
釈
文
を
加
え
て
掲
載
し
て
い
る()。
そ
れ
に
対
し
、
圭
堂
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。（
↓

18

（
イ
）「
圭
堂
曰
」）

圭
堂
曰
。
阿
難
以
能
推
窮
尋
遂
者
謂
之
心
。
是
又
粗
妄
之
心
矣
。
豈
真
精
本
元
之
心
哉
。
世
尊
曰
。
草
葉
縷
結
。
尚
有
根
元
。

何
況
妙
心
而
自
無
體
。
此
可
以
廻
觀
真
精
本
元
之
實
際
矣
。
彼
之
浮
游
妄
心
。
謂
之
輪
廻
種
子
。
此
之
真
精
元
心
。
謂
之
金
剛

不
壊
。
學
佛
發
端
。
首
當
明
此()。（
圭
堂
曰
く
、
阿
難
は
能
く
推
窮
し
尋
遂
す
る
者
を
以
て
、
之こ
の

心
な
り
と
謂
う
。
是
れ
又
た
粗
妄
の
心

19

な
り
。
豈
に
真
精
本
元
の
心
な
ら
ん
や
。
世
尊
曰
く
、
草
葉
は
縷
結
す
る
に
、
尚
お
根
元
有
り
。
何
に
況
や
妙
心
を
や
。
而
も
自
ら
体
無
し
。

此
れ
に
以
て
廻
ら
し
て
真
精
本
元
の
実
際
を
観
ず
べ
し
。
彼
の
浮
游
せ
る
妄
心
は
、
之こ
れ

輪
廻
の
種
子
と
謂
う
。
此
れ
真
精
元
心
、
之こ
れ

金
剛
不
壊

と
謂
う
。
学
仏
の
発
端
、
首は
じ

にめ

当
に
此
を
明
む
べ
し
。）

『楞
厳
経
』
に
は
「
清
浄
明
浄
明
心
」
と
あ
る
が
、
圭
堂
は
「
妙
心
」、「
真
精
元
心
」
な
ど
と
言
い
換
え
て
い
る
。

続
く
（
Ｃ
）「
経
（『
楞
厳
経
』）
又
曰
」
の
引
用
部
分
は
、
仏
が
阿
難
に
「
客
塵
煩
悩
」
の
誤
り
を
指
摘
す
る
部
分
で
あ
る()。
圭
堂

20

は
こ
の
部
分
の
心
の
動
・
不
動
の
部
分
を
割
註
で
更
に
妄
心
と
真
心
を
対
比
し
て
述
べ
る
。
つ
ま
り
「
以
客
喩
妄
心
。
主
人
喩
真
心
。

塵
喩
妄
心
。
虚
空
喩
真
心()。」（
客
の
喩
え
を
以
て
妄
心
と
し
、
主
人
の
喩
え
以
て
真
心
と
し
、
塵
の
喩
え
は
妄
心
と
、
虚
空
の
喩
え
は
真
心
と

21

す
）
と
。
上
記
の
引
用
文
に
対
し
、（
ウ
）「
圭
堂
曰
」
で
は
妄
心
・
真
心
に
当
た
る
多
く
の
こ
と
ば
を
列
挙
し
て
い
る
。『
大
明
録
』

「
明
心
」
の
項
目
の
中
で
も
主
要
な
部
分
と
考
え
ら
れ
、
二
二
回
の
「
圭
堂
曰
」
の
中
で
最
も
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
。
そ

し
て
、『
明
心
』
で
も
こ
の
部
分
が
最
も
重
要
な
箇
所
と
な
る
。
以
下
、
書
き
出
し
て
み
る
。

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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八



圭
堂
曰
。
到
此
阿
難
始
大
開
悟
。
於
動
中
而
見
不
動
之
躰
。
此
之
謂
真
精
本
元
之
心
矣
。
是
故
學
者
。
若
不
首
明
真
心
妄
心
之

辨
無
縁
知
學
佛
入
處
明
此
二
途
。
如
天
地
懸
隔
。
真
乗
妙
道
。
便
従
此
入
。
且
何
以
謂
之
妄
心
。
念
念
起
滅
陸
続
而
不
息
者
是

也
。
因
馬
念
車
。
因
車
念
蓋
。
隨
境
陵
奪
。
攀
縁
不
巳
。
亦
曰
幻
心
。
曰
縁
心
。
曰
愚
慮
。
曰
業
習
。
曰
識
神
。
曰
客
塵
。
曰

無
明
。
曰
煩
惱
。
曰
有
漏
。
曰
火
宅
。
曰
幻
華
。
曰
悪
毒
。
曰
魔
障
。
曰
五
蘊
。
曰
六
賊
。
曰
六
欲
。
曰
輪
廻
性
。
曰
生
死
本
。

以
至
曰
幟
脂
帽
子
。
曰
鶻
臭
布
杉
。
曰
懐
中
垢
衣
。
曰
室
裏
睡
蛇
。
爲
三
業
。
爲
十
悪
。
爲
四
生
。
爲
六
道
。
皆
此
也
。
又
何

以
謂
之
真
心
。
本
來
面
目
。
寂
然
而
不
動
者
是
也
。
従
無
始
來
。
湛
妙
圓
常
堅
固
不
壊
。
了
了
常
知
、
靈
靈
真
覺
。
亦
曰
佛
性
。

曰
真
如
。
曰
實
相
。
曰
本
際
。
曰
般
若
。
曰
定
慧
。
曰
摩
尼
珠
。
曰
大
圓
鏡
。
曰
水
中
月
。
曰
懐
中
寶
。
曰
金
剛
正
體
。
曰
本

地
風
光
。
曰
一
句
當
陽
。
曰
寸
絲
不
掛
。
諸
佛
祖
師
即
證
此
心
之
全
體
。
而
剔
脱
玲
瓏
轉
入
。
夫
無
盡
者
也
。
學
者
妙
證
此
心
。

轉
入
無
盡
。
便
可
以
勘
佛
勘
祖
。
二
事
双
證
。
到
此
乃
脱
生
死
。
得
大
受
用
。
出
乎
天
地
造
化
之
表
。
而
入
乎
無
極
太
極
之
上

矣
。
向
生
死
千
覔
不
得
處
化
現
自
在
。
天
人
仰
望
不
及
處
。
出
没
自
由
。
其
道
超
然
。
名
之
曰
祖
。
此
學
佛
之
大
義
也()。（
圭
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堂
曰
く
、
此
に
到
り
て
、
阿
難
始
め
て
大
開
悟
し
、
動
中
に
於
い
て
不
動
の
体
を
見
る
。
此
れ
を
之
れ
真
精
本
元
の
心
と
謂
う
。
是
の
故
に
学

者
、
若
し
首
に
真
心
妄
心
の
弁
を
明
か
さ
ず
ん
ば
、
学
仏
の
入
処
を
知
る
に
縁
無
し
。
明
ら
け
し
、
此
の
二
途
は
天
地
の
懸
隔
せ
る
が
如
し
。

真
乗
の
妙
道
は
便
ち
此
れ
従
り
入
る
。
且
つ
何
を
以
て
之
妄
心
と
謂
う
。
念
念
起
滅
し
陸
続
と
し
て
、
而
も
息
ざ
る
者
、
是
れ
な
り
。
馬
に
因

り
て
車
を
念
じ
、
車
に
因
り
て
蓋
を
念
ず
。
境
に
随
い
陵
奪
し
て
攀
縁
し
て
巳
ま
ず
。
亦
た
幻
心
と
曰
い
、
縁
心
と
曰
い
、
愚
慮
と
曰
い
、
業

習
と
曰
い
、
識
神
と
曰
い
、
客
塵
と
曰
い
、
無
明
と
曰
い
、
煩
悩
と
曰
い
、
有
漏
と
曰
い
、
火
宅
と
曰
い
、
幻
華
と
曰
い
、
悪
毒
と
曰
い
、
魔

障
と
曰
い
、
五
蘊
と
曰
い
、
六
賊
と
曰
い
、
六
欲
と
曰
い
、
輪
廻
性
と
曰
い
、
生
死
の
本
よ
り
以
て
至
る
と
曰
い
、
幟
脂
の
帽
子
と
曰
い
、
鶻

臭
の
布
杉
と
曰
い
、
懐
中
の
垢
衣
と
曰
い
、
室
裏
の
睡
蛇
と
曰
う
。
三
業
を
為
し
、
十
悪
を
為
し
、
四
生
を
為
し
、
六
道
を
為
す
、
皆
な
此
れ

な
り
。
又
、
何
を
以
て
之
真
心
と
謂
う
。
本
来
の
面
目
、
寂
然
と
し
て
而
も
不
動
な
る
者
、
是
れ
な
り
。
無
始
従
り
来
た
、
湛
妙
に
し
て
円
常
、

堅
固
に
し
て
不
壊
、
了
了
と
し
て
常
知
す
、
霊
霊
の
真
覚
な
り
。
亦
た
仏
性
と
曰
い
、
真
如
と
曰
い
、
実
相
と
曰
い
、
本
際
と
曰
い
、
般
若
と
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曰
い
、
定
慧
と
曰
い
、
摩
尼
珠
と
曰
い
、
大
円
鏡
と
曰
い
、
水
中
の
月
と
曰
い
、
懐
中
の
宝
と
曰
い
、
金
剛
の
正
体
と
曰
い
、
本
地
の
風
光
と

曰
い
、
一
句
当
陽
と
曰
い
、
寸
絲
不
掛
と
曰
う
。
諸
仏
祖
師
は
即
ち
此
の
心
の
全
体
を
証
し
、
剔
脱
し
玲
瓏
転
入
す
。
夫
れ
無
尽
な
る
者
な
り
。

学
者
、
此
の
心
を
妙
証
せ
ば
、
無
尽
に
転
入
し
、
便
ち
以
て
勘
仏
勘
祖
し
て
二
事
を
双
証
す
べ
し
。
此
に
到
り
て
乃
ち
生
死
を
脱
し
て
、
大
受

用
を
得
。
天
地
の
造
化
の
表
よ
り
出
で
て
、
無
極
の
太
極
の
上
に
入
る
。
生
死
の
千
覔
不
得
の
処
に
、
化
現
自
在
天
人
の
仰
望
の
不
及
の
処
に

向
か
っ
て
出
没
す
る
こ
と
自
由
。
其
の
道
、
超
然
た
り
。
之
を
名
づ
け
て
祖
と
曰
う
。
此
れ
学
仏
の
大
義
な
り
。）

今
、『
明
心
』
の
文
章
を
上
記
の
『
大
明
録
』（
ウ
）「
圭
堂
曰
」
の
記
述
と
比
較
し
て
み
よ
う
。（『
明
心
』
は
称
名
寺
本
『
明
心
』
に

依
っ
た
。
但
し
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
筆
者
が
適
宜
片
仮
名
を
漢
字
に
変
換
し
、
平
仮
名
交
じ
り
の
訓
読
文
に
改
め
た
。
ま
た
、『
大
明
録
』
も
訓

読
文
を
記
す
。）
先
ず
、『
明
心
』
の
冒
頭
部
分
を
五
つ
に
区
切
っ
て
記
載
す
る
。

(１
）
学
道
の
人
は
、
先
ず
真
心
妄
心
を
知
る
べ
し
。（
２
）
何
を
か
妄
心
と
云
う
。
縁
に
依
っ
て
念
々
に
お
こ
り
て
休
ま
ず
も

の
な
り
。（
３
）
是
を
煩
悩
と
も
云
い
、
此
を
情
識
と
も
云
う
。
又
、
客
塵
と
も
名
づ
け
、
無
明
と
も
名
づ
く
。（
４
）
真
心
と

云
う
は
、
無
始
よ
り
以
来
た
寂
不
動
に
し
て
明
な
る
も
の
な
り
。
是
を
仏
性
と
も
云
い
、
此
を
真
如
と
も
云
う
。
又
は
、
般
若

と
も
云
い
、
如
意
宝
珠
と
も
云
う
。（
５
）
是
の
二
心
、
譬
を
以
て
明
さ
ば
、
妄
心
は
影
の
如
く
、
又
、
客
人
の
如
し
。
真
心

は
鏡
の
如
く
、
又
、
家
主
の
如
し
。
常
の
人
此
の
影
の
如
く
な
る
客
人
を
我
心
と
思
ひ
、
念
々
に
起
滅
し
て
、
し
ば
ら
く
も
や

む
時
な
し
。
若
し
真
心
の
明
な
る
所
を
得
つ
れ
ば
、
縁
心
は
自
ら
忘
れ
、
真
心
は
日
に
そ
へ
て
近
づ
く
な
り
。
此
の
由
を
聞
け

ど
も
、
大
機
に
あ
ら
ざ
る
人
は
受
け
躱
す()。（
傍
線
筆
者
）
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上
記
、
傍
線
を
引
い
た
部
分
を
（
ウ
）「
圭
堂
曰
」
あ
る
い
は
経
典
部
分
と
比
較
す
る
。

『明
心
』
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い
て
の
考
察
（
古
瀬
）
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(１
)『明

心
』

学
道
の
人
は
、
先
ず
真
心
妄
心
を
知
る
べ
し
。

｢圭
堂
曰
｣
若
し
首
に
真
心
妄
心
の
弁
を
明
か
さ
ず
ん
ば
、
学
仏
の
入
処
を
知
る
に
縁
無
し
。
明
ら
け
し
、
此
の
二
途
は
天
地

の
懸
隔
せ
る
が
如
し()。
24

(２
)『明

心
』

何
を
か
妄
心
と
云
う
。
縁
に
依
っ
て
念
々
に
お
こ
り
て
休
ま
ず
も
の
な
り
。

｢圭
堂
曰
｣
何
を
以
て
之
妄
と
謂
う
。
念
念
起
滅
し
陸
続
と
し
て
、
而
も
息
ざ
る
者
、
是
れ
な
り()。
25

(３
)『明

心
』

是
を
煩
悩
と
も
云
い
、
此
を
情
識
と
も
云
う
。
又
、
客
塵
と
も
名
づ
け
、
無
明
と
も
名
づ
く
。

｢圭
堂
曰
｣
亦
た
幻
心
と
曰
い
、
縁
心
と
曰
い
、
愚
慮
と
曰
い
、
業
習
と
曰
い
、
識
神
と
曰
い
、
客
塵
と
曰
い
、
無
明
と
曰
い
、

煩
悩
と
曰
い
、
有
漏
と
曰
い
、
火
宅
と
曰
い
、
幻
華
と
曰
い
、
悪
毒
と
曰
い
、
魔
障
と
曰
い
、
五
蘊
と
曰
い
、
六

賊
と
曰
い
、
六
欲
と
曰
い
、
輪
廻
性
と
曰
い
、
生
死
の
本
よ
り
以
て
至
る
と
曰
い
、
幟
脂
の
帽
子
と
曰
い
、
鶻
臭

の
布
杉
と
曰
い
、
懐
中
の
垢
衣
と
曰
い
、
室
裏
の
睡
蛇
と
曰
う()。
26

(４
)『明

心
』

真
心
と
云
う
は
、
無
始
よ
り
以
来
た
寂
不
動
に
し
て
明
な
る
も
の
な
り
。
是
を
仏
性
と
も
云
い
、
此
を
真
如
と
も

云
う
。
又
は
、
般
若
と
も
云
い
、
如
意
宝
珠
と
も
云
う
。

｢圭
堂
曰
｣
何
を
以
て
之
真
心
と
謂
う
。
本
来
の
面
目
、
寂
然
と
し
て
而
も
不
動
な
る
者
、
是
れ
な
り
。
無
始
従
り
来
た
、
湛

妙
に
し
て
円
常
、
堅
固
に
し
て
不
壊
、
了
了
と
し
て
常
知
す
、
霊
霊
の
真
覚
な
り
。
亦
た
仏
性
と
曰
い
、
真
如
と

曰
い
、
実
相
と
曰
い
、
本
際
と
曰
い
、
般
若
と
曰
い
、
定
慧
と
曰
い
、
摩
尼
珠
と
曰
い
、
大
円
鏡
と
曰
い
、
水
中

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
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の
月
と
曰
い
、
懐
中
の
宝
と
曰
い
、
金
剛
の
正
体
と
曰
い
、
本
地
の
風
光
と
曰
い
、
一
句
当
陽
と
曰
い
、
寸
絲
不

掛
と
曰
う()。
27

(５
)『明

心
』

是
の
二
心
、
譬
を
以
て
明
さ
ば
、
妄
心
は
影
の
如
く
、
又
、
客
人
の
如
し
。
真
心
は
鏡
の
如
く
、
又
、
家
主
の
如

し
。
客
の
喩
え
を
以
て
妄
心
と
し
、
主
人
の
喩
え
以
て
真
心
と
し
、
塵
の
喩
え
は
妄
心
と
、
虚
空
の
喩
え
は
真
心

と
す
若
し
真
心
の
明
な
る
所
を
得
つ
れ
ば
、
縁
心
は
自
ら
忘
れ
、
真
心
は
日
に
そ
へ
て
近
づ
く
な
り
。

｢圭
堂
割
註
｣【此
の
一
仮
に
又
、
喩
え
を
以
て
妄
心
と
し
、
主
人
の
喩
え
以
て
真
心
と
し
、
塵
の
喩
え
は
妄
心
と
、
虚
空
の
喩

え
は
真
心
と
す()。】
28

以
上
の
如
く
『
明
心
』
の
冒
頭
部
分
は
、（
ウ
）「
圭
堂
曰
」
の
叙
述
に
即
し
て
抜
粋
し
要
約
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
特
に
妄

心
・
真
心
の
別
名
に
関
し
て
は
、
圭
堂
が
挙
げ
た
う
ち
の
い
く
つ
か
を
掲
載
し
て
い
る()。
但
し
、
妄
心
の
別
名
の
「
情
識
」
は
、

29

「
圭
堂
曰
」
に
は
確
認
で
き
ず
、『
明
心
』
の
作
者
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
更
に
、『
明
心
』
に
お
け
る
「
二

心
」
の
記
述
は
、「
客
人
」
と
「
家
主
」
を
妄
心
と
真
心
に
喩
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
楞
厳
経
』
巻
一
の
「
客

塵
煩
悩
」
の
部
分
で
圭
堂
が
割
註
を
入
れ
て
い
る
部
分
を
要
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
続
く
『
明
心
』
の
問
答
形
式
の
部
分
を
以
下
に
記
す
。

問
う
。
凡
夫
は
妄
心
お
こ
り
て
暇
な
し
。
争
で
か
此
の
真
心
を
知
る
べ
し
。

答
う
。
古
人
云
く
、
水
澄
め
ば
月
宿
り
、
鏡
清
け
れ
ば
影
あ
ら
は
る
。（
６
）
知
る
べ
し
、
妄
心
の
お
こ
る
と
き
真
心
の
明
ら

か
な
る
こ
と
を
。
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問
う
。
真
心
清
か
ら
ゆ
へ
に
縁
心
の
影
浮
か
ぶ
な
ら
ば
、
影
無
き
真
心
争
か
是
を
知
る
べ
き
や
。

答
う
。
真
心
は
物
を
も
遮
へ
ず
、
物
に
も
遮
へ
ら
れ
ず
、
鏡
の
影
を
留
め
ざ
る
が
如
し
。
而
に
、（
７
）
は
か
な
き
小
児
は
影

を
見
て
鏡
を
知
ら
ず
。
そ
の
や
う
に
愚
か
な
る
衆
生
は
、
明
な
る
心
の
上
に
浮
境
界
の
形
を
愛
し
て
、
明
な
る
鏡
の

本
心
を
ば
忘
れ
た
る
こ
と
是
に
似
た
り
。
仏
法
に
入
る
に
、
利
鈍
の
二
機
相
分
た
り
。
鈍
根
の
人
は
、
曇
り
な
き
心

に
諸
の
影
あ
り
と
存
じ
て
、
払
う
て
後
に
是
を
縁
と
す
る
な
り
。
利
根
の
人
は
本
よ
り
曇
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
色
を
見
、

其
の
声
を
聞
く
。
是
れ
則
ち
本
来
の
面
目
、
本
地
の
風
光
な
り
。
今
、
始
て
一
物
を
一
物
を
も
添
え
ず
。
一
物
を
も

除
く
べ
か
ら
ず
。
若
し
、
加
様
に
心
を
得
つ
る
と
き
は
、
真
心
妄
心
の
品
な
し
。
只
、
是
れ
迷
の
衆
生
を
教
る
し
る

べ
な
り()。（
傍
線
筆
者
）

30

『明
心
』
の
（
６
）「
知
る
べ
し
、
妄
心
の
お
こ
る
と
き
真
心
の
明
ら
か
な
る
こ
と
を
」
は
、（
オ
）「
圭
堂
曰
」
の
「
衆
生
は
真
従
り

妄
を
起
す
。
而
し
て
参
請
す
る
者
は
妄
を
覚
し
て
真
に
還
る()。」
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
圭
堂
は
、
そ
の
前
に
『
永
嘉
証
道
歌
』

31

の
「
心
是
根
。
法
是
塵
。
両
種
猶
如
鏡
上
痕()」、『
楞
厳
経
』
の
「
汝
身
汝
心
。
皆
是
妙
明
真
精
妙
心
中
所
現
物()」、『
寿
禅
師
万
善
同

32

33

帰
集
』
の
「
心
有
則
万
鏡
縦
横
。
心
空
則
一
道
清
浄()。」
な
ど
を
引
用
文
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
圭
堂
は
人
々
は
も
と

34

も
と
清
浄
な
る
心
を
持
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
真
心
を
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
妄
心
の
部
分
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
為
、
先

ず
は
そ
の
（
真
心
で
あ
る
鏡
の
上
の
）
妄
心
と
は
何
か
を
知
り
、
そ
の
後
、
真
心
に
戻
れ
ば
良
い
と
説
く
の
で
あ
る
。『
明
心
』
の

「
知
る
べ
し
、
妄
心
の
お
こ
る
と
き
真
心
の
明
ら
か
な
る
こ
と
を
」
と
述
べ
る
根
拠
は
、
諸
経
論
や
『
大
明
録
』
の
圭
堂
の
叙
述
を

『
明
心
』
の
作
者
が
端
的
に
言
い
換
え
た
も
の
と
、
筆
者
は
理
解
す
る()。
更
に
『
明
心
』
で
は
「
鏡
」
と
「
影
」
の
喩
え
を
用
い
て
、

35

明
な
る
本
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
説
く
部
分
が
あ
る
。
こ
の
部
分
も
（
エ
）「
圭
堂
曰
」
に
同
意
文
が
あ
る
の
で
以
下
に
記
す
。（
圭

堂
は
、
上
記
を
述
べ
る
前
に
『
円
覚
経
』
か
ら
「
幻
心
」
に
つ
い
て
の
箇
所
を
引
用
文
と
し
て
載
せ
て
い
る()。）
36
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(７
)『明

心
』

は
か
な
き
小
児
は
影
を
見
て
鏡
を
知
ら
ず
。
そ
の
や
う
に
愚
か
な
る
衆
生
は
、
明
な
る
心
の
上
に
浮
境
界
の
形
を

愛
し
て
、
明
な
る
鏡
の
本
心
を
ば
忘
れ
た
る
こ
と
是
に
似
た
り
。

｢圭
堂
曰
｣
此
れ
幻
心
を
言
う
。
即
ち
前
に
謂
う
所
の
妄
心
な
り
。
又
、
妄
身
を
兼
ね
て
自
か
ら
之
を
言
え
ば
、
則
ち
妄
身
の

既
に
幻
な
る
を
知
り
、
必
ず
妄
心
も
亦
た
之
れ
幻
な
り
と
知
ら
ん
。
幻
と
妄
と
重
重
剥
遣
せ
ば
、
則
ち
元
心
の
本

体
の
昭
然
た
る
こ
と
見
る
べ
し()。
37

と
こ
ろ
で
『
明
心
』
で
は
、
明
心
の
意
味
を
二
通
り
に
説
く
。
先
ず
、「
明
心
と
は
真
心
妄
心
を
分
く
る
な
り()」
と
、
真
心
と
妄

38

心
の
違
い
を
知
る
こ
と
を
言
う
。
更
に
「
真
心
は
明
鏡
の
如
し
。
是
を
明
ら
む
る
を
明
心
と
云
う()」
と
、
真
心
の
実
体
を
明
ら
か
に

39

す
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
「
此
の
心
、
本
よ
り
も
の
に
汚
れ
ず
。
山
に
も
河
に
も
な
ら
ず
。
不
反
な
る
が
故
に
、
万
の
物
を
照
ら
す

巧
能
有
る
な
り
。
是
を
明
心
と
云
う()」
と
、
そ
の
心
が
超
越
し
た
絶
対
な
る
状
態
を
述
べ
る
。
実
は
、
最
初
の
「
真
心
妄
心
を
分
く

40

る
な
り
」
に
相
当
す
る
文
言
は
『
楞
厳
経
』
や
「
圭
堂
曰
」
に
も
確
認
は
で
き
な
い
。
後
の
二
つ
の
意
味
を
表
現
す
る
こ
と
ば
は
、

『
楞
厳
経
』
に
は
「
清
浄
汝
浄
明
心()」、「
菩
提
妙
明
元
心()」、「
本
覚
明
心
覚
縁
非
眚()」
な
ど
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
圭

41

42

43

堂
曰
」
で
は
「
真
精
本
元
之
心()」、「
清
浄
元
真
之
本
体()」、
な
ど
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
圭
堂
曰
」
で
は
こ
の
よ
う
な
心
を

44

45

「
真
心()」
と
も
言
っ
て
い
る
。
圭
堂
は
恐
ら
く
項
目
名
に
「
明
心
」
と
名
づ
け
た
の
は
、「
真
心
」
と
言
っ
た
場
合
、『
起
信
論
』
で

46

い
う
「
始
覚
」
に
対
す
る
「
本
覚
」
の
よ
う
に
、「
妄
心
」
に
対
す
る
「
真
心
」
の
意
味
合
い
を
超
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
よ
り
絶
対
的
な
常
住
不
滅
の
心
を
「
明
心
」
で
表
現
し
た
と
推
察
で
き
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
明
心
』
の
明
心
に
関
す
る
記
述
は
、
ほ
ぼ
『
大
明
録
』
の
『
楞
厳
経
』
巻
一
か
ら
巻
三
に
書
か
れ
た
内

『明
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容
と
、
そ
れ
に
対
す
る
圭
堂
の
要
約
お
よ
び
解
釈
を
、
要
点
を
ま
と
め
て
記
述
し
た
も
の
と
判
断
出
来
る()。『
明
心
』
の
作
者
（
円

47

爾
）
は
、『
楞
厳
経
』
の
説
く
「
常
住
不
滅
の
菩
提
妙
明
元
心()」
を
初
学
の
人
に
説
く
た
め
に
、『
大
明
録
』「
明
心
」
の
項
目
を
部

48

分
的
（
特
に
最
初
の
数
頁
）
を
抜
粋
し
、
時
に
よ
り
解
り
や
す
い
こ
と
ば
に
改
め
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。『
大

明
録
』「
明
心
」
の
項
目
の
残
り
の
部
分
で
は
、『
楞
厳
経
』
の
説
く
「
心
の
有
性
」
と
黄
檗
撰
『
伝
心
法
要
』
の
説
く
「
心
の
無

性
」
の
違
い
を
考
察
す
る
な
ど
、
極
め
て
興
味
深
い
内
容
も
あ
る
が
、『
明
心
』
で
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

(三
）『
明
心
』
が
円
爾
作
で
あ
る
可
能
性
を
探
る

『明
心
』
に
つ
い
て
、『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
「
聖
一
和
尚
作(
)」
と
、
ま
た
高
野
山
本
『
明
心
』
に
は
「
東
福
寺
聖
一
上
人
御

49

作()」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
明
心
』
が
円
爾
作
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
後
生
の
作
者
が

50円
爾
に
仮
託
し
て
叙
述
し
た
懸
念
が
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
明
心
』
に
書
か
れ
た
表
現
や
内
容
か
ら
、
更
に
円

爾
作
の
可
能
性
を
追
求
し
て
み
た
い
。

①

｢宗
門
」
に
つ
い
て

先
ず
、『
明
心
』
あ
る
「
宗
門
」
の
表
現
で
あ
る
。『
明
心
』
に
は
、「
諸
教
に
は
塵
を
は
ら
ひ
て
鏡
を
得
。
宗
門
に
は
本
よ
り
塵

な
し
と
云
う
。
諸
教
に
は
、
工
夫
を
し
て
玉
を
得
。」、「
宗
門
に
は
先
ず
玉
を
得
て
、
失
は
じ
と
て
工
夫
を
用
る
な
り()。」
と
二
箇
所

51

に
「
宗
門
」
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
諸
教
」
に
た
い
し
て
「
宗
門
」
と
言
う
意
味
で
、
所
謂
「
禅
宗
」
と
同
義
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
は
、
円
爾
撰
『
坐
禅
論
』
で
あ
る
。
一
昨
年
、
釈
会
忍
氏
が
『
中
世
の
中
日
禅
宗
交
流
史
』
を
著
し
、
そ
の
中
に
蘭
渓
道
隆

『明
心
』
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て
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察
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の
『
坐
禅
論
』
と
円
爾
の
『
坐
禅
論
』
を
比
較
し
、
蘭
渓
が
特
に
坐
禅
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
円
爾
は
「
坐
禅
の
宗
門
」

を
強
調
し
て
お
り
、「
宗
門
」
直
ち
に
禅
宗
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
自
己
の
「
宗
派
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
言

え
る()。」
と
論
じ
て
い
る
。「
宗
門
」
の
例
は
釈
氏
が
指
摘
し
た
冒
頭
部
分
以
外
に
、「
問
曰
。
此
佛
心
宗
を
い
か
が
修
行
す
べ
き

52
や
。」
の
問
い
に
対
し
「
答
曰
。
此
宗
門
は
不
思
議
解
脱
の
道
な
る
が
故
に
。（
中
略
）
若
し
此
宗
門
を
修
せ
ば
、
佛
心
の
至
極
と
す
。

（
中
略
）
正
（
に
）
是
（
れ
）、
雪
山
六
年
端
坐
妙
行
、
此
宗
門
に
分
明
な
り()。」
と
「
仏
心
宗
」
を
「
宗
門
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。

53

実
は
こ
の
部
分
は
、
蘭
渓
の
『
坐
禅
論
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
円
爾
が
「
宗
門
」
と
述
べ
た
箇
所
は
蘭
渓
の
『
坐
禅
論
』

で
は
「
此
宗
甚
深
微
妙
法
門
也()」、「
此
法
佛
心
宗
也()」
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
蘭
渓
も
「
由
何
宗
門
貴
之
乎()」
と
、「
宗
門
」
と

54

55

56

い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
釈
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
円
爾
が
自
己
の
「
宗
派
」
を
強
調
し
て
」、「
宗
門
」
と
呼
ん
で
い

た
か
ど
う
か
、
断
定
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

実
は
、『
大
明
録
』
に
も
「
宗
門
」
の
表
示
が
散
見
さ
れ
る
。
道
隠
道
人
の
「
序
」
に
は
「
其
綱
紀
宗
門
持
掲
後
學()」「
圭
堂
嘆
宗

57

門()」
と
あ
る
。
圭
堂
も
「
宗
門
」
と
表
示
す
る
部
分
が
「
明
心
」
の
項
目
の
「
圭
堂
曰
」
に
二
箇
所
確
認
で
き
る
。
一
つ
目
は
馬
祖

58の
語
録
を
要
約
し
た
も
の
で
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

圭
堂
曰
。
心
即
是
性
。
性
即
是
佛
。
名
異
體
一
。
宗
門
之
義
則
然
也
。
所
以
秖
貴
眼
明()。（
圭
堂
曰
く
、
心
は
即
ち
是
れ
性
、
性
は

59

即
ち
是
れ
仏
な
り
。
名
は
異
な
れ
ど
も
体
は
一
つ
な
り
。
宗
門
の
義
は
則
ち
然
な
り
。
所
以
は
秖
だ
眼
の
明
か
な
る
を
貴
ぶ
。）

二
つ
目
は
大
梅
禅
師
の
件
で
あ
る
。

圭
堂
曰
。
若
行
宗
門
正
令
。
則
大
梅
只
管
即
心
是
佛
之
語
。
未
爲
了
當
。
待
僧
云
。
又
道
非
心
非
佛
。
但
和
聲
一
喝
。
驟
歩
入

『明
心
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方
丈
管
教
。
馬
祖
大
笑
去
。
若
然
者
梅
子
落
地
矣
。
説
甚
熟
與
未
熟()。（
圭
堂
曰
く
、
若
し
宗
門
の
正
令
を
行
ぜ
ば
、
則
ち
大
梅
の
只

60

管
即
心
是
仏
の
語
は
、
未
だ
了
当
と
為
さ
ず
。
僧
の
又
た
非
心
非
仏
と
道
う
。（
梅
子
）
但
に
声
を
和
し
て
一
喝
し
、
驟
歩
し
て
方
丈
に
入
り

管
教
す
。
馬
祖
は
大
笑
す
。
若
し
然
ら
ば
、
梅
子
は
地
に
落
つ
、
と
。
甚
だ
熟
せ
る
と
未
だ
熟
せ
ざ
る
と
を
説
く
な
り
。）

上
記
二
つ
の
「
宗
門
」
の
表
現
は
、
圭
堂
が
馬
祖
禅
を
指
し
て
表
現
し
て
い
る
。
圭
堂
に
と
っ
て
当
時
の
中
国
の
中
心
と
な
る
禅
が

馬
祖
に
由
来
し
て
「
宗
門
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
円
爾
が
圭
堂
の
影
響
を
受
け
て
「
宗
門
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
た
可
能

性
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
天
台
宗
に
於
け
る
伝
統
的
「
禅
門
」
と
の
違
い
を
示
す
た
め
に
、
ま
た
『
宗
門
統
要()』
の
題
名
も
存

61

在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
「
禅
宗
」
の
呼
称
を
「
宗
門
」
と
換
え
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
尚
、『
渓
嵐
拾

葉
集
』
に
も
「
禅
宗
」
を
「
宗
門
」
と
書
い
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
る
が
、
円
爾
の
宗
派
の
み
を
意
味
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

最
後
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
『
逸
題
無
住
聞
書
』
に
於
け
る
「
宗
門
」
の
叙
述
で
あ
る
。
阿
倍
泰
郎
氏
に
依
れ
ば
、『
逸
題
無
住

聞
書
』
は
名
古
屋
市
真
福
寺
大
須
文
庫
の
聖
教
断
簡
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
無
住
一
円
に
よ
る
円
爾
の
法
門
談
義
聞
書
で
あ
り
、
一
行

撰
『
大
日
経
疏
』
に
対
す
る
円
爾
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る()。
阿
倍
氏
は
「
顕
密
の
別
を
示
し
て
、「
自
宗
」
の
「
宗
風
」

62

ひ
い
て
は
「
宗
門
」
を
立
て
よ
う
と
す
る()。」
と
述
べ
て
い
る
。
円
爾
が
顕
密
と
は
異
な
る
「
禅
宗
」
を
「
宗
門
」
と
呼
ん
だ
、
と

63

考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。『
逸
題
無
住
聞
書
』
に
は
、「
教
ハ
既
内
證
所
現
マ
タ
ラ
也
。（
中
略
）
宗
門
ハ
無
相
ノ
菩
提
、
不
下
一
筭ヲ
㆒
之
処

ニ
シ
テ
摂
持
㆒
也()。」、「
真
言
教
ハ
、
離
ア
字
方
便
、
真
悟
為
門ヲ
㆒
、
直
ニ
不
立
文
字
之
処
、
摂
機
事
未
見
其
文
、
宗
門
ハ
不
如
此
㆒
也
。

64

直
示
也()。」
と
、「
教
」
や
「
真
言
の
教
え
」
と
「
宗
門
」
の
違
い
を
、
方
便
を
使
う
か
否
か
で
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
「
真
言
教
ハ

65

向
第
二
義
門ニ
㆒
、
経
文
文
明
也
。（
中
略
）
宗
門
月
輪
示
現
黒
漫
々
処
ニ
摂
機
、
教
外
別
伝
、
是
謂
也()。」
と
述
べ
る
。
真
言
の
教
え
が

66

経
文
に
依
る
の
で
「
第
二
義
門
に
向
か
う
」
と
い
う
の
に
対
し
、
宗
門
は
黒
々
漫
々
と
し
た
は
っ
き
り
表
現
で
き
な
い
所
に
機
を
摂

め
る
（
月
輪
示
現
黒
漫
々
処
ニ
摂
機
）
と
い
う
立
場
を
取
り
、
そ
れ
を
「
教
外
別
伝
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
「
真
言
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の
教
え
」
に
対
し
て
「
禅
宗
」
の
立
場
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

以
上
の
如
く
、
円
爾
が
「
禅
宗
」
を
「
宗
門
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
つ
の
特
徴
か
と
思
っ
て
良
い
と
考
え
る
。
そ
の
意
味

で
『
明
心
』
で
の
二
箇
所
の
「
宗
門
」
の
表
現
は
、
円
爾
作
の
根
拠
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
明
心
』
の
大
悟
、
大
用
の
項
目
に
、
以
下
の
よ
う
な
「
他
を
化
す
」
必
要
や
密
教
を
彷
彿
と
さ
せ
る
文
言
が
確
認

で
き
る
。

大
用
と
は
此
の
心
、
一
切
の
も
の
を
照
ら
し
て
、
あ
は
れ
み
を
な
す
を
云
う
な
り
。
先
世
の
果
報
に
て
此
の
身
の
あ
る
べ
き
程

は
、
火
に
も
焼
け
、
水
に
も
濡
れ
ど
も
、
実
に
火
に
も
水
に
も
な
ら
ぬ
処
を
得
つ
れ
ば
、
熱
け
れ
ば
扇
を
使
い
、
寒
け
れ
ば
物

を
着
る
は
、
幻
化
の
空
身
の
か
た
を
あ
は
れ
む
化
他
門
な
り
。
人
を
憎
み
、
罵
打
な
ん
と
す
る
も
、
降
伏
門
の
方
ま
で
大
悲
普

門
の
身
な
り
と
心
得
べ
き
な
り
。
く
ね
な
く
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
所
を
ば
大
悟
と
名
づ
く
。
此
の
上
に
智
恵
を
お
こ
し
て
、
物

を
は
か
ら
ひ
、
わ
き
ま
ふ
る
方
を
大
用
と
云
う
な
り
。
是
を
同
体
の
大
悲
と
云
う
。
譬
へ
ば
、
日
輪
の
物
を
照
す
が
如
く
、
家

の
上
に
限
る
様
に
見
ゆ
れ
ど
も
、
山
を
照
ら
す
光
、
河
を
照
す
光
、
別
に
あ
ら
ず
。
同
じ
光
の
万
の
物
を
照
す
様
に
、
機
に
向

か
う
時
、
一
人
あ
は
れ
む
に
似
た
れ
ど
も
、
是
は
大
日
の
大
用
な
り
。
尺
迦
の
化
道
も
此
（
の
）
い
は
れ
な
り
。
幻
化
の
空
身

の
あ
ら
む
程
は
、
先
々
の
道
理
あ
れ
ば
、
我
が
身
に
た
が
う
所
を
憎
み
も
す
る
は
、
皆
、
大
用
な
り
。
此
の
事
を
哀
れ
む
か
た

は
化
他
門
な
り
。
道
理
も
な
く
、
人
を
憎
み
、
悪
し
と
思
う
を
お
さ
へ
て
化
他
門
と
云
う
に
は
あ
ら
ず
。
是
の
幻
化
の
空
身
の

方
に
て
あ
れ
ば
、
か
く
自
在
な
ら
ぬ
所
を
大
用
に
て
化
他
す
る
な
り
。
衆
生
の
方
も
智
恵
門
を
起
こ
す
。
普
門
身
の
方
も
同
じ

大
用
に
て
あ
り
な
が
ら
、
出
化
の
空
身
の
方
を
化
す
る
な
り()。（
傍
線
、

、
筆
者
）
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｢化
他
門
」、「
大
悲
普
門
」、「
同
体
の
大
悲
」
な
ど
、
衆
生
を
化
他
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
際
に
、
大
悲
を
以
て
化
他
す
る
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こ
と
を
「
大
日
の
大
用
」
と
言
い
、
大
日
如
来
を
登
場
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
円
爾
に
と
っ
て
、
第
二
節
で
論
じ
た
「
真

心
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
化
他
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
円
爾
撰
『
大
日

経
見
聞
』
巻
一
に
は
「
無
相
の
自
性
清
浄
心
」
に
つ
い
て
の
問
い
が
あ
り
、
そ
の
答
え
と
し
て
「
此
自
性
淸
淨
心
中
從
㆓
本
際
㆒

未
㆑
具
㆓
足
萬
德
㆒
。
然
離
垢
淨
行
者
超
㆓
始
覺
智
㆒
。
纔
雖
㆑
見
㆓
此
自
性
淸
淨
心
㆒
。
但
見
㆓
極
无
相
ノ
體
㆒
。
更
不
㆑
見
㆓
本
有
萬

德()㆒
。」
と
説
く
。
つ
ま
り
「
自
性
清
浄
心
の
無
相
の
体
を
見
極
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
始
覚
の
智
を
超
え
た
の
み
で
、
更
な
る

68本
有
万
徳
を
見
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
未
だ
『
大
明
録
』
の
「
大
悟
」
及
び
「
大
用
」
の
項
目
ま
で
研
究
が
進

ん
で
い
な
い
た
め
、
圭
堂
の
説
明
と
『
明
心
』
に
於
け
る
大
悟
、
大
用
の
項
目
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
大
明
録
』

「
大
悟
」
及
び
「
大
用
」
の
項
目
を
通
読
す
る
と
、『
明
心
』
に
あ
る
よ
う
な
密
教
的
な
表
現
は
確
認
で
き
な
い
。
恐
ら
く
、
円
爾
自

身
が
禅
宗
と
密
教
を
関
係
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
そ
れ
は
従
来
言
わ
れ
て
い
る
、

事
に
お
け
る
「
兼
修
禅
」、「
顕
密
禅
」
と
は
異
な
り
、
理
に
お
け
る
関
係
、
つ
ま
り
、
禅
宗
の
不
立
文
字
、
直
指
人
心
を
柱
と
す
る

も
、
密
教
の
用
語
を
用
い
て
、
弟
子
達
に
仏
法
を
説
く
方
法
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
は
、『
聖
一
国
師
年
譜
』
に
依
れ
ば
、
円
爾

は
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
北
条
時
頼
に
『
大
明
録
』
講
じ
て
い
る()。
筆
者
は
円
爾
は
北
条
時
頼
に
は
長
編
の
『
大
明
録
』
で
は

69

な
く
、
円
爾
が
要
略
し
た
『
明
心
』
を
説
い
た
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
北
条
時
頼
に
解
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、「
絶
対
な
る

本
有
の
真
心
」
の
働
き
を
喩
え
て
「
大
日
如
来
」
と
述
べ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
円
爾
の
言
う
「
宗
門
」
が
一
般
的
な
「
禅
宗
」
を
指
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
（
上
述
、
釈
氏
の
述
べ
る
よ
う

に
）
円
爾
独
自
の
禅
ま
た
は
仏
法
で
あ
っ
た
の
か
は
、
こ
こ
で
は
結
論
に
は
到
ら
な
い
。
今
後
、
円
爾
の
密
教
関
係
の
著
作
や
近
年

真
福
寺
で
発
掘
さ
れ
た
円
爾
に
関
わ
る
新
た
な
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
更
な
る
研
究
が
必
要
か
と
考
え
る
。
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②

念
仏
に
関
し
て

『明
心
』
に
は
入
機
を
説
く
中
に
浄
土
宗
へ
の
批
判
と
も
思
わ
れ
る
箇
所
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

本
よ
り
此
の
心
、
物
に
汚
さ
れ
ず
諸
法
も
物
を
汚
さ
ざ
れ
ば
、
恐
る
る
と
こ
ろ
な
し
。
浄
土
と
て
外
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
而
を

諸
教
に
は
、
心
、
物
に
汚
さ
れ
、
諸
法
も
物
を
汚
す
故
に
、
穢
土
と
い
は
れ
け
る
な
り
。
か
く
意
を
得
て
、
尋
ね
求
め
ざ
る
を

入
機
と
は
云
う
な
り()。
70

し
か
し
、『
明
心
』
の
後
半
に
は
浄
土
宗
の
念
仏
に
関
し
て
理
の
上
で
は
批
判
す
る
も
、
事
の
上
で
は
容
認
す
る
記
述
が
以
下
の

如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

夫
れ
、
念
を
以
て
念
と
為
し
、
生
を
以
て
生
と
為
す
は
、
常
見
の
所
執
な
り
。
無
念
を
以
て
念
と
為
し
、
無
生
を
以
て
生
と
為

す
は
邪
見
の
所
惑
な
り
。
念
と
無
念
、
生
と
無
生
は
第
一
義
諦
な
り
。
是
を
以
て
実
際
の
理
地
に
は
一
塵
を
も
受
け
ず
。
而
に
、

上
諸
仏
と
し
て
念
す
べ
く
な
く
、
浄
土
と
し
て
生
す
べ
き
こ
と
な
し
。
仏
事
門
の
中
に
は
、
一
法
を
も
捨
て
ず
、
惣
て
諸
根
を

持
つ
。
蓋
し
念
仏
三
昧
有
り
て
、
還
源
の
要
術
な
り
。
往
生
の
一
門
を
示
開
す
る
な
り
。
所
以
に
終
日
念
仏
し
て
無
生
に
乖
か

ず
。
故
に
能
く
凡
聖
各
の
因
位
に
住
し
て
、
感
応
道
交
し
、
東
西
に
相
ひ
往
来
せ
ず
し
て
神
浄
刹
に
遷
さ
ん
。
此
は
不
可
得
に

し
て
到
詰
す
る
な
り()。
71

こ
こ
で
は
、
所
謂
目
的
を
持
っ
た
行
為
は
邪
見
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
浄
土
へ
行
く
こ
と
を
望
ん
で
念
（
仏
）
す
る
事
は
、

理
屈
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、「
仏
事
門
」
に
於
い
て
念
仏
三
昧
を
し
て
往
生
す
る
方
法
も
あ
り
、
一
日
中

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
）

三
〇



念
仏
し
て
も
理
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
。
こ
の
部
分
は
、
円
爾
の
複
雑
な
考
え
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

上
述
の
円
爾
の
『
坐
禅
論
』
で
は
、
念
仏
称
名
に
対
し
て
厳
し
く
批
判
を
し
て
い
る
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

問
曰
。
か
く
の
如
く
の
修
行
、
信
じ
が
た
く
、
為
し
が
た
し
、
た
だ
經
を
誦
し
、
陀
羅
尼
を
遍
て
、
又
は
戒
を
持
ち
、
或
い
は

念
佛
稱
名
し
て
、
其
功
德
を
た
の
ま
ん
と
思
ふ
。
是
い
か
ん
。

答
曰
。
經
陀
羅
尼
と
ふ
は
文
字
に
あ
ら
ず
、
一
切
衆
生
の
本
心
な
り
。
本
心
を
失
へ
る
人
の
た
め
に
、
様
々
な
譬
を
と
り
て
教

へ
て
本
心
を
悟
ら
し
め
、
迷
の
生
死
を
止
め
ん
が
為
の
言
な
り
。
本
心
を
悟
り
根
源
に
か
へ
る
人
、
真
實
の
經
を
よ
む
な
り
。

文
字
を
ま
こ
と
の
經
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
し
文
字
を
口
々
に
唱
へ
て
至
極
と
い
は
ば
、
寒
ず
る
と
き
、
火
と
云
ふ
て
煖
に
、

熱
す
る
と
き
風
と
云
う
ふ
て
涼
し
か
る
べ
き
や
。
又
飢
え
て
食
の
名
を
唱
へ
、
ほ
し
き
物
の
沙
汰
を
し
て
即
ち
飽
滿
す
べ
と
し

や
。
故
に
終
日
に
火
々
と
唱
へ
て
も
熱
か
る
べ
か
ら
ず
。
通
夜
水
々
と
云
ふ
と
も
口
は
沾
ふ
べ
か
ら
ず
。
文
字
言
句
は
是
繪
に

か
け
る
餅
の
如
し
、
一
生
口
に
唱
ふ
る
と
も
飢
は
や
む
べ
か
ら
ず
。
哀
哉
、
凡
夫
生
死
の
妄
相
ふ
か
く
し
て
、
諸
法
に
於
て
、

し
き
り
に
有
所
得
の
思
を
な
す
、
是
れ
大
愚
痴
な
り()。
72

以
上
の
よ
う
に
、
文
字
に
書
か
れ
た
経
陀
羅
尼
は
、
本
心
を
悟
り
根
源
に
帰
る
人
の
為
の
も
の
で
あ
っ
て
、
功
徳
の
た
め
に
念
仏
称

名
を
す
る
こ
と
は
、
妄
相
を
深
く
す
る
だ
け
で
大
愚
痴
に
当
た
る
と
断
言
す
る
。

こ
の
よ
う
に
円
爾
は
念
仏
称
名
に
対
し
、
批
判
的
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
何
故
『
明
心
』
で
は
容
認
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
恐
ら
く
、
時
頼
と
い
う
人
物
が
法
然
上
人
伝
を
読
み
、
日
頃
か
ら
往
生
に
関
心
を
持
ち
、
浄
土
宗
の
僧
侶
た
ち
と
も
交
流
が
あ

っ
た
為
に()、
時
頼
か
ら
円
爾
に
念
仏
称
名
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
筆
者
は
円
爾
が
「
理
」
と
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「
事
」
を
分
け
て
仏
法
を
説
い
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る()。
や
は
り
、
こ
こ
で
も
相
手
に
よ
っ
て
柔
軟
な
姿

74
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勢
を
見
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
聖
一
国
師
年
譜
』
に
依
れ
ば
、
建
長
七
年
三
月
に
藤
原
実
経
の
書
写
し
た
「
法
華
経

四
経
、
総
三
十
二
巻
」
を
装
飾
を
施
し
た
櫃
に
入
れ
て
、
円
爾
の
勧
め
に
よ
り
径
山
正
続
院
に
喜
捨
し
て
い
る()。
こ
れ
も
功
徳
を
期

75

待
し
た
行
為
と
考
え
ら
れ
る
が
、
円
爾
の
「
事
」
に
た
い
す
る
寛
容
な
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
頼
も
実
経
も
当
時
の
権
力

者
だ
っ
た
為
に
、
円
爾
が
彼
ら
に
す
り
寄
っ
た
か
の
よ
う
な
解
釈
を
さ
れ
が
ち
だ
が
、「
大
悲
を
も
っ
て
衆
生
を
化
他
す
る
」
と
説

く
円
爾
の
行
為
を
俗
世
の
目
で
判
ず
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
円
爾
が
日
本
が
受
容
し
て
き
た
仏
教
の
形
が
中
国
で

発
展
し
て
き
た
仏
教
の
形
と
は
違
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
伝
統
的
な
日
本
仏
教
を
容
認
し
つ
つ
、
新
し
い
禅
宗
の
方
法
を
取
り
入
れ

る
と
い
う
柔
軟
な
考
え
方
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

③

『首
楞
厳
経
』（『
楞
厳
経
』）
に
つ
い
て

第
二
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
明
心
』
の
明
心
で
は
円
爾
が
『
大
明
録
』「
明
心
」
の
項
目
か
ら
、
特
に
前
半
の
『
楞
厳
経
』
の
引

用
文
及
び
圭
堂
の
論
述
を
多
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
こ
で
円
爾
と
『
楞
厳
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
し
て
み

た
い
。

『聖
一
国
師
年
譜
』
に
依
る
と
、
貞
元
二
年
（
一
二
二
三
）、
円
爾
二
十
五
歳
の
時
の
事
柄
が
極
め
て
興
味
深
い
。
訓
読
文
に
改
め

て
以
下
に
記
す
。

相
州
に
遊
し
、
寿
福
蔵
経
院
に
寓
す
。
住
持
は
行
勇
（
荘
厳
房
）
に
し
て
長
楽
の
栄
朝
と
法
門
伯
仲
な
り
。
師
（
＝
円
爾
）
を
見

て
管
待
す
る
こ
と
甚
だ
厚
し
。
時
に
了
心
（
般
若
房
）
と
い
う
も
の
有
り
。『
首
楞
厳
経
』
に
精
く
、
客
位
に
啓
講
す
。
師
、
預

め
聴
く
。
第
四
巻
に
至
り
て
、
師
、
詰
難
を
致
す
。（
了
）
心
、
解
答
を
煩
じ
憤
悱
し
て
已
ま
ず
。
師
、
自
か
ら
忖
り
て
云
う
。

「
今
、
其
の
東
壌
の
学
者
、（
了
）
心
を
以
て
指
南
と
為
す
。
膚
浅
此
の
如
し
。
我
其
れ
誰
に
依
る
べ
し
。
当
に
宋
朝
に
往
き
宗

『明
心
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に
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考
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瀬
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匠
を
訪
ぬ
る
べ
し
。」
是
よ
り
始
め
て
渡
宋
の
志
を
蓄
す()。
76

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、（
一
）
円
爾
が
大
歇
了
心
の
『
楞
厳
経
』
の
講
義
の
中
で
、
第
四
巻
の
あ
る
部
分
に
疑
問
を
持
ち
了
心
に

尋
ね
る
も
、（
二
）
了
心
が
円
爾
の
質
問
に
満
足
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、（
三
）
円
爾
は
宋
朝
へ
行
き
専
門
家
を
訪
ね
る
決
意

を
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
円
爾
の
入
宋
の
目
的
が
『
楞
厳
経
』
の
第
四
巻
の
あ
る
部
分
の
解
明
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
さ
て
、
そ
の
疑
問
の
箇
所
を
『
楞
厳
経
』
巻
四
に
探
す
な
ら
ば
、
筆
者
は
「
如
来
蔵
の
実
体
」
に
関
わ
る
部

分
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
真
心
で
あ
る
本
妙
円
心
は
諸
法
を
全
て
否
定
す
る
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

我
以
妙
明
不
滅
不
生
合
如
來
藏
。
而
如
來
藏
唯
妙
覺
明
圓
照
法
界
。（
中
略
）
而
如
來
藏
本
妙
圓
心
。
非
心
非
空
。
非
地
非
水

非
風
非
火
。
非
眼
非
耳
鼻
舌
身
意
。
非
色
非
聲
香
味
觸
法
。（
中
略
）
非
阿
羅
訶
三
耶
三
菩
。
非
大
涅
槃
非
常
非
樂
非
我
非
淨
。

以
是
俱
非
世
出
世
故()。（
我
は
妙
明
不
滅
不
生
を
以
て
如
来
蔵
に
合
す
。
而
も
如
来
蔵
は
、
唯
だ
妙
覚
明
に
し
て
法
界
を
円
照
す
。（
中
略
）

77

而
も
如
来
蔵
の
本
妙
円
心
は
心
に
あ
ら
ず
、
空
に
あ
ら
ず
、
地
に
あ
ら
ず
、
水
に
あ
ら
ず
、
風
に
非
ず
、
眼
に
あ
ら
ず
、
耳
鼻
舌
身
意
に
あ
ら

ず
、
色
に
あ
ら
ず
、
声
香
味
触
法
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
阿
羅
訶
三
耶
三
菩
に
あ
ら
ず
、
大
涅
槃
に
あ
ら
ず
、
常
に
あ
ら
ず
、
楽
に
あ
ら
ず
、

我
に
あ
ら
ず
、
浄
に
あ
ら
ず
。
是
れ
俱
に
世
出
世
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
れ
ば
な
り
。）

つ
ま
り
、
如
来
蔵
は
す
べ
て
の
現
象
・
概
念
化
さ
れ
た
も
の
を
否
定
す
る
、
と
言
う
。
密
教
に
お
け
る
諸
仏
も
、
諸
教
に
お
け
る
悟

り
の
境
地
の
阿
羅
訶
三
耶
三
菩
提
も
大
涅
槃
も
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
、
円
爾
に
と
っ
て
大
い
な
る
疑
念
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
、
修
行
に
於
い
て
、
仏
が
阿
難
に
「
不
生
不
滅
を
求
め
る
こ
と
」
を
諫
め
る
箇
所
が
以
上
の
よ
う
に
あ
る
。
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阿
難
若
於
因
地
。
以
生
滅
心
爲
本
修
因
。
而
求
佛
乘
不
生
不
滅
。
無
有
是
處
。
以
是
義
故
汝
當
照
明
諸
器
世
間
。
可
作
之
法
皆

從
變
滅()。（
阿
難
、
若
し
因
地
に
於
い
て
、
生
滅
心
を
以
て
本
と
為
し
、
因
を
修
し
て
仏
乗
の
不
生
不
滅
を
求
め
ん
と
せ
ば
、
是
の
処
有
る
こ

78

と
無
し
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
汝
、
当
に
諸
の
器
世
間
の
可
作
の
法
は
、
皆
、
変
滅
に
従
う
こ
と
を
照
明
す
べ
し
。）

つ
ま
り
、
器
世
間
の
不
定
な
心
を
本
拠
と
し
て
修
行
し
た
と
し
て
も
、
不
変
な
常
住
の
心
を
得
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
円
爾
が
「
修
行
」
に
つ
い
て
疑
念
を
持
っ
た
一
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
『
楞
厳
経
』
の
説
く
「
絶
対
的

な
如
来
蔵
」
に
対
し
、
円
爾
は
大
き
な
疑
問
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
宋
朝
で
学
ん
だ
そ
の
「
本
有
常
住
な
る

真
心
」
は
円
爾
の
核
心
と
な
り
、
密
教
を
説
く
上
で
も
超
越
的
な
「
法
身
」
を
立
て
る
に
至
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か()。
79

ま
た
、
無
準
が
円
爾
の
帰
国
前
に
『
大
明
録
』
を
与
え
て
い
る
が()、
そ
れ
は
無
準
が
『
大
明
録
』
に
は
『
楞
厳
経
』
に
関
わ
る
円
爾

80

の
疑
問
を
解
く
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
、
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
些
か
大
胆
な
筆
者
の
推
測
を
述
べ
た
が
、『
楞
厳
経
』
の
「
本
有
常
住
の
真
心
」
は
『
大
明
録
』「
明
心
」
の
項
目
で
も
主

要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
円
爾
に
と
っ
て
は
入
宋
し
て
解
明
す
べ
き
事
案
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
円
爾
が
無
準
か
ら

『
大
明
録
』
を
贈
与
さ
れ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
師
の
無
準
が
弟
子
円
爾
の
抱
え
て
い
た
課
題
に
対
す
る
回
答
書
を
呈
示
し
た

と
推
察
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

結

語

以
上
、『
明
心
』
を
中
心
に
、
称
名
寺
本
『
明
心
』
と
高
野
山
本
『
明
心
』
の
比
較
、『
大
明
録
』
と
の
関
係
、
円
爾
作
の
根
拠
な

ど
を
考
察
し
た
。

最
後
に
一
つ
書
き
加
え
る
な
ら
ば
、
何
故
、
師
錬
が
『
済
北
集
』
ま
た
は
『
元
亨
釈
書
』
に
「
明
心
」
の
項
目
に
つ
い
て
の
記
述

『明
心
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
古
瀬
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が
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
川
浩
史
氏
は
、
師
錬
が
『
大
明
録
』
を
痛
烈
に
批
判
す
る
五
点
を
挙
げ
て
い
る()。
筆
者
は
師

81

錬
が
「
浄
行
」
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
仏
教
文
献
以
外
を
圭
堂
が
用
い
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
、「
明
心
」
の
引
用
文

献
は
全
て
仏
教
の
経
論
、
禅
語
録
か
ら
だ
っ
た
こ
と
が()、
師
錬
の
批
判
を
逃
れ
た
一
要
因
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

82

せ
よ
、
師
錬
の
『
大
明
録
』
及
び
圭
堂
に
対
す
る
批
判
は
、
一
部
の
文
言
や
引
用
典
籍
な
ど
に
執
着
し
て
非
難
す
る
態
度
で
あ
り
、

『
大
明
録
』
全
体
の
内
容
を
客
観
的
に
捉
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
市
川
氏
は
そ
の
よ
う
な
師
錬
の
態
度
を
「
自
己
認
識
」
と
し

て
深
く
考
察
さ
れ
て
い
る()。
83

ま
た
、
円
爾
の
思
想
研
究
は
、
多
く
が
『
十
宗
要
道
記
』
に
依
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
予
て
か
ら
「
円
爾
撰
『
十
宗
要

道
記
』」
を
疑
問
視
し
て
き
た()。
今
回
、
拙
論
の
内
容
が
円
爾
の
思
想
研
究
に
何
ら
か
の
呈
示
が
で
き
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、『
十

84

宗
要
道
記
』
の
記
述
と
異
質
な
面
が
詳
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
十
宗
要
道
記
』
の
「
浄
土
宗
」
を
、

円
爾
の
『
坐
禅
録
』
や
『
明
心
』
の
「
念
仏
称
名
」
の
記
述
と
比
べ
れ
ば
、
同
一
人
物
に
依
る
も
の
と
は
到
底
思
え
な
い
。『
十
宗

要
道
記
』
の
（「
宗
門
」
で
は
な
く
）「
仏
心
宗
」
に
し
て
も
、『
聖
一
国
師
語
録
』
に
示
さ
れ
た
臨
済
宗
楊
岐
派
の
圓
悟
な
ど
の
禅

僧
達
の
語
録
な
ど
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
経
論
を
通
じ
て
解
釈
し
た
内
容
で
あ
る
。
果
た
し
て
無
準
の
下
で
六
年
間
禅
の
修
行

し
て
き
た
円
爾
の
書
く
内
容
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、『
十
宗
要
道
記
』
が
円
爾
自
身
が
入
宋
す
る
前
に
ま
と
め
た
も
の
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
も
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
円
爾
の
研
究
は
、
真
福
寺
大
須
文
庫
蔵
の
聖
一
派
の
発
掘
資
料
な
ど
を
覧
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
密
教
関
係
、
禅

宗
関
係
、
他
宗
、
諸
教
等
々
の
総
合
的
な
研
究
が
望
ま
れ
る
。
本
論
は
卑
見
を
含
む
愚
稿
で
あ
る
が
、
円
爾
思
想
研
究
の
一
塵
と
な

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

(後
記
）
本
論
攷
作
成
に
あ
た
り
、
高
野
山
本
『
明
心
』
が
高
野
山
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
佐
藤
も
な
氏
に
ご
示
教

『明
心
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頂
い
た
。
ま
た
、
荒
木
浩
『
徒
然
草
へ
の
途
袞
中
世
び
と
の
心
と
こ
と
ば
袞
』
に
『
明
心
』
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
千
葉
正
氏
に
ご
示

教
頂
い
た
。
更
に
、
釈
会
忍
『
中
世
の
中
日
禅
宗
交
流
史
』
に
つ
い
て
は
常
磐
井
慈
裕
氏
に
ご
示
教
頂
い
た
。
こ
こ
に
三
氏
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。

註
(１
)
同
タ
イ
ト
ル
で
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五
袞
二
、
一
五
一
袞
一
五
六
頁
に
掲
載
。

(２
)
納
富
常
天
「
金
沢
文
庫
本
「
大
明
録
」
に
つ
い
て
」『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
三
（
六
）、
一
九
七
七
年
。
ま
た
、
同
、『
金
沢
文
庫
資
料
の

研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
）、
二
二
六
頁
袞
二
三
四
頁
に
再
録
。
筆
者
は
再
録
の
方
を
用
い
た
。

(３
)
同
右
、『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』、
二
二
七
頁
。

(４
)
椎
名
宏
雄
「『
仏
法
大
明
録
』
の
諸
本
」『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
一
一
、
一
九
七
九
年
、
六
九
頁
上
。

(５
)
同
右
。

(６
)
石
井
修
道
「『
新
編
仏
法
大
明
録
』
に
つ
い
て
」『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
二
四
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
八
頁
。

(７
)
荒
木
浩
『
徒
然
草
へ
の
途
袞
中
世
び
と
の
心
と
こ
と
ば
袞
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
一
五
一
頁
及
び
一
六
九
頁
の
註
（
三
六
）。

書
写
年
代
は
室
町
末
か
ら
江
戸
初
期
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
早
苗
氏
が
高
野
山
本
『
明
心
』
の
翻
刻
を
完
成
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、

筆
者
は
本
論
執
筆
時
点
で
そ
れ
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
に
思
う
。
と
も
あ
れ
、
荒
木
氏
の
記
述
は
本
論
を
書
く
端
緒
と
な
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

(８
)
同
右
。

(９
)
納
富
氏
の
翻
刻
文
の
う
ち
一
箇
所
改
め
た
。「
真
心
ト
明
鏡
ノ
如
」
↓
「
真
心
ハ
明
鏡
ノ
如
」（
二
三
一
頁
上
）。
称
名
寺
本
『
明
心
』
の
漢
字

表
記
は
正
字
（「
實
」、「
處
」
な
ど
）
と
通
常
文
字
（「
真
」、「
来
」
な
ど
）
が
混
合
し
て
い
る
が
、
納
富
氏
は
ほ
と
ん
ど
通
常
文
字
に
変
換

『明
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し
て
い
る
。
筆
者
は
原
文
に
倣
っ
て
記
し
た
。

(
)
市
川
浩
史
「
円
爾
弁
円
の
自
己
認
識
袞
他
宗
観
を
め
ぐ
っ
て
袞
」『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
二
六
、
二
〇
〇
五
年
。

10(
)
椎
名
宏
雄
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
二
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
三
七
三
頁
袞
三
七
六
頁
。

11(
)
大
道
一
以
（
一
二
九
二
袞
一
三
七
〇
）
撰
に
よ
る
目
録
。『
大
日
本
古
文
書
』「
家
わ
け
第
二
〇

東
福
寺
文
書
」（
東
京
大
学
資
料
編
纂

12
所
、
一
九
八
三
年
）、
一
〇
六
頁
。

(
)
本
論
で
は
基
本
的
に
東
福
寺
本
『
大
明
録
』（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
に
依
っ
た
。
但
し
、
不
鮮
明
な

13
箇
所
は
駒
大
本
『
大
明
録
』
を
参
照
し
た
。

(
)
荒
木
見
悟
『
中
国
撰
述
教
典
』
二
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
）、
三
六
四
頁
袞
三
六
五
頁
を
参
照
し
た
。

14(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
〇
九
頁
下
袞
一
一
〇
頁
上
。（『
大
正
蔵
』
一
九
、
一
〇
七
上
袞
一
〇
八
中
を
要
約
し
た
も
の
）

15(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
〇
頁
上
。

16(
)
本
論
に
於
け
る
『
大
明
録
』「
圭
堂
曰
」
の
訓
読
文
は
、
木
村
清
孝
先
生
に
ご
指
導
頂
い
た
。

17(
)
｢経
又
曰
。
阿
難
不
知
真
際
所
指
。
五
體
投
地
。
欽
聞
示
誨
。
佛
言
汝
今
願
出
生
死
。
今
復
問
汝
。
即
時
如
來
。
舉
金
色
臂
。
屈
五
輪
指
。

18
語
阿
難
言
。
汝
今
見
不
。
阿
難
言
。
見
佛
言
。
汝
何
所
見
。
阿
難
言
。
我
見
如
來
。
舉
臂
屈
指
。
爲
光
明
拳
。
曜
我
心
目
。
佛
言
。
汝
目
可

見
。
以
何
爲
心
。
阿
難
言
。
如
來
現
今
。
徵
心
所
在
。
而
我
以
心
。
推
窮
尋
逐
。
即
能
推
者
。
我
將
爲
心
。
佛
言
。
咄
。
阿
難
。
此
非
汝
心
。

阿
難
矍
然
。
避
坐
合
掌
。
起
立
白
佛
。
此
非
我
心
。
當
名
何
等
。
佛
言
。
此
是
前
塵
。
虛
妄
相
想
。
惑
汝
真
性
。
由
汝
無
始
。
至
于
今
生
。

認
賊
爲
子
。
失
汝
元
常
。
故
受
輪
轉
。【
此
一
叚
破
其
妄
心
】
阿
難
白
言
。
若
此
發
明
。
不
是
心
者
。
我
乃
無
心
。
同
諸
土
木
。
如
來
説
此
。

我
實
驚
怖
。
爾
時
世
尊
。
及
告
之
言
。
如
來
常
説
。
諸
法
所
生
。
唯
心
所
現
。
一
切
因
果
。
世
界
微
塵
。
因
心
成
體
。
阿
難
。
若
諸
世
界
。

一
切
所
有
。
其
中
乃
至
草
葉
縷
結
。
詰
其
根
元
咸
有
體
性
。
縱
令
虚
空
。
亦
有
名
貌
。
何
況
清
浄
。
妙
浄
明
心
。
而
自
無
體
。
若
汝
執
怖
。

分
別
覺
觀
。
所
了
知
性
。
必
爲
心
者
。
此
心
即
應
。
離
諸
一
切
。
色
香
味
觸
。
諸
塵
事
業
。
別
有
全
性
。
縱
滅
一
切
見
聞
覺
知
。
内
守
幽
閑
。
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猶
爲
法
塵
。
分
別
影
事
。
我
非
勑
汝
。
執
爲
非
心
。
但
汝
於
心
。
微
細
揣
摩
。
若
離
前
塵
。
有
分
別
性
。
即
真
汝
心
。【
此
一
叚
発
明
真
心
】

阿
難
聞
已
。
重
復
悲
淚
。
惟
願
如
來
。
開
我
道
眼
。」（
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
〇
頁
上
袞
下
。
尚
、『
大
正
蔵
』
一
九
、
一
〇
八
中
袞

一
〇
九
上
を
抜
粋
し
て
い
る
)

(
)
同
右
、
一
一
〇
頁
下
。

19(
)
｢経
又
曰
。
爾
時
世
尊
勅
諸
大
衆
。
我
初
成
道
。
於
鹿
園
言
。
一
切
衆
生
。
不
成
菩
提
皆
由
客
塵
。
煩
惱
所
誤
汝
等
因
何
開
悟
。
今
成
聖

20
果
時
憍
陳
那
。
起
立
白
佛
。
我
悟
客
塵
。
二
字
成
果
。
世
尊
。
譬
如
行
客
。
投
寄
旅
亭
。
或
宿
或
食
。
食
宿
事
畢
。
俶
裝
前
途
。
不
遑
安
住
。

若
實
主
人
自
有
攸
往
。
如
是
思
惟
。
不
住
名
客
。
住
名
主
人
。
以
不
住
者
。
名
爲
客
義
又
如
新
霽
。
清
暘
昇
天
。
光
入
隙
中
。
發
明
空
中
。

諸
有
塵
相
。
塵
質
搖
動
。
虛
空
寂
然
。
如
是
思
惟
。
澄
寂
名
空
。
搖
動
名
塵
。
以
搖
動
者
。
名
爲
塵
義
佛
言
如
是
。【
此
一
叚
又
以
客
喩
妄

心
。
主
人
喩
真
心
。
塵
喩
妄
心
。
虛
空
喩
真
心
】
即
時
如
來
。
屈
五
輪
指
。
屈
已
復
開
。
開
已
又
屈
。
謂
阿
難
言
。
汝
今
何
見
。
阿
難
言
。

我
見
如
來
百
寶
輪
掌
。
衆
中
開
合
。
佛
言
。
爲
是
我
手
。
有
開
有
合
。
爲
復
汝
見
。
有
開
有
合
。
阿
難
言
。
我
見
如
來
。
手
自
開
合
。
非
我

見
性
。
有
開
有
合
。
佛
言
。
誰
動
誰
靜
。
阿
難
言
。
佛
手
不
住
。
而
我
見
性
。
尚
無
有
靜
。
誰
爲
無
住
。
佛
言
如
是
。【
此
一
叚
阿
難
巳
見

真
常
不
動
之
本
然
心
矣
】
如
來
於
是
。
從
輪
掌
中
。
飛
一
寶
光
。
在
阿
難
右
。
阿
難
右
盻
。
又
放
一
光
。
在
阿
難
左
。
阿
難
在
盻
。
佛
言
。

汝
頭
今
日
。
何
因
搖
動
。
阿
難
言
。
如
來
寶
光
。
來
我
左
右
。
故
左
右
觀
。
頭
自
搖
動
。
佛
言
。
爲
汝
頭
動
。
爲
復
見
動
。
阿
難
言
。
我
頭

自
動
。
而
我
見
性
。
尚
無
有
止
。
誰
爲
搖
動
。
佛
言
如
是
。【
此
一
叚
再
勘
阿
難
而
阿
難
真
見
愈
定
者
也
】
於
是
如
來
普
告
大
衆
。
若
復
衆

生
。
以
搖
動
者
。
名
之
爲
塵
。
以
不
住
者
。
名
之
爲
客
。
汝
觀
阿
難
。
頭
自
動
搖
見
無
所
動
。
又
汝
觀
我
。
手
自
開
合
。
見
無
舒
卷
。
云
何

汝
今
。
以
動
爲
身
。
以
動
爲
境
。
念
念
生
滅
。
遺
失
真
性
。
自
取
流
轉
。」（
同
上
、
一
一
〇
頁
下
袞
一
一
一
頁
上
。
尚
、『
大
正
蔵
』
一
九
、

一
〇
九
下
袞
一
一
〇
上
に
相
当
。
但
し
、『
大
正
蔵
』
の
「
若
実
主
人
自
無
攸
往
」（
一
九
、
一
〇
九
下
）
は
、
東
福
寺
本
、
駒
大
本
は
「
若

実
主
人
自
有
攸
往
」
と
な
っ
て
い
る
。「
主
人
」
と
「
客
」
の
比
較
対
照
か
ら
『
大
正
蔵
』
の
「
若
実
主
人
自
無
攸
往
」
が
正
し
い
と
言
え

よ
う
。）
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(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
〇
頁
下
。

21(
)
同
右
、
一
一
一
頁
上
袞
下
。

22(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
〇
頁
下
袞
二
三
一
頁
上
。

23(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
一
頁
上
。

24(
)
同
右
。

25(
)
同
右
。

26(
)
同
右
。

27(
)
同
右
、
一
一
〇
頁
下
。

28(
)
拙
論
「『
法
華
問
答
正
義
抄
』
に
み
ら
れ
る
日
本
の
禅
宗
文
献
袞
『
見
性
成
仏
義
』
及
び
『
明
心
抄
』
に
つ
い
て
袞
」（『
印
度
学
仏
教
学

29
研
究
』
六
五
袞
二
、
二
〇
一
七
年
）
で
指
摘
し
た
。

(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
一
頁
上
袞
下
。

30(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
二
頁
上
。

31(
)
同
右
。

32(
)
同
右
。

33(
)
同
右
。

34(
)
荒
木
浩
氏
が
こ
の
一
文
に
つ
い
て
「
逆
説
的
な
論
法
で
、
相
当
に
革
新
的
な
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
妄
想
は
、
起
こ
れ
ば
起
こ
る
ほ
ど
悟

35
り
に
届
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。」（
荒
木
、
前
掲
、
二
〇
一
六
年
、
二
二
六
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
は
む
し
ろ
、『
明
心
』
の
作
者

（
円
爾
）
が
諸
経
論
お
よ
び
圭
堂
の
説
く
内
容
を
要
略
し
て
、
仏
道
の
初
学
の
人
が
、
な
か
な
か
妄
心
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し

て
述
べ
た
こ
と
ば
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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(
)
｢彼
之
衆
生
。
幻
身
滅
故
。
幻
心
亦
滅
。
幻
心
滅
故
。
幻
塵
亦
滅
。
幻
塵
滅
故
。
幻
滅
亦
滅
。
幻
滅
滅
故
非
幻
不
滅
。
譬
如
磨
鏡
垢
盡
明

36
現
。
善
男
子
。
當
知
身
心
。
皆
爲
幻
垢
。
垢
相
永
滅
。
十
方
清
淨
。」（
前
掲
、
一
一
一
頁
下
）

(
)
｢此
言
幻
心
。
即
前
所
謂
妄
心
也
。
又
兼
妄
身
而
言
之
則
知
妄
身
之
既
幻
。
必
知
妄
心
之
亦
幻
矣
。
幻
妄
重
重
剥
遣
。
則
元
心
本
躰
。
照

37
然
可
見
」（
同
右
）

(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
一
頁
下
。

38(
)
同
右
。

39(
)
同
右
、
二
三
二
頁
上
。

40(
)
『大
正
蔵
』
一
九
、
一
〇
九
上
。

41(
)
同
右
、
一
一
九
中
。

42(
)
同
右
。

43(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
一
一
頁
上
。

44(
)
同
右
、
一
一
二
頁
上
。

45(
)
｢以
上
皆
詰
真
心
之
躰
者
也
」、
前
掲
、
一
一
二
頁
下
。

46(
)
椎
名
宏
雄
氏
は
『
明
心
』
に
つ
い
て
「
こ
の
和
文
体
は
、
右
の
よ
う
な
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
『
大
明
録
』
の
所
説
と
は
か

47
な
ら
ず
し
も
対
応
し
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
む
し
ろ
独
自
に
禅
の
要
諦
を
平
明
に
説
き
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」

（
椎
名
宏
雄
、
前
掲
、
一
九
七
九
年
、
六
八
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
『
明
心
』
の
明
心
部
分
し
か
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
断

言
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
明
心
』
の
全
体
の
五
分
の
二
の
分
量
を
占
め
る
明
心
（
椎
名
、
前
掲
、
六
九
頁
上
）
は
、
氏
の
意
見
と

は
正
反
対
の
立
場
を
取
り
、『
大
明
録
』
の
叙
述
を
端
的
に
要
約
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
荒
木
浩
氏
が
「「
真
心
」
と
い
う
語
の
出
所

と
し
て
、『
真
心
要
決
』
参
照
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
仏
法
大
明
録
』
を
も
数
え
上
げ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。」（「
無
住
と
円
爾
袞
『
宗
鏡

『明
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録
』
と
『
仏
法
大
明
録
』
の
周
辺
袞
」『
説
話
文
学
研
究
』
三
五
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
三
頁
上
）
と
述
べ
る
。
氏
は
太
田
久
紀
氏
が
「
真
心
」

の
出
所
を
『
宗
鏡
録
』
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
対
し
、『
仏
法
大
明
録
』
を
候
補
に
挙
げ
た
形
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
本
文
で

論
じ
た
よ
う
に
「
真
心
・
妄
心
」
の
「
二
心
」
を
説
い
て
い
る
の
は
『
楞
厳
経
』
巻
一
で
あ
り
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
解
釈
し
た
の
が
圭
堂

撰
『
仏
法
大
明
録
』
で
あ
り
、
そ
の
『
仏
法
大
明
録
』
を
要
約
し
た
も
の
が
円
爾
撰
『
明
心
』
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
円
爾
が

『
真
心
要
決
』
の
跋
を
叙
述
し
た
内
容
も
、
恐
ら
く
円
爾
の
考
え
方
の
基
に
『
楞
厳
経
』
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
推
察
す
る
。

(
)
｢一
切
世
間
諸
所
有
物
。
皆
即
菩
提
妙
明
元
心
。
心
精
遍
圓
含
裹
十
方
。
反
觀
父
母
所
生
之
身
。
猶
彼
十
方
虛
空
之
中
。
吹
一
微
塵
若
存

48
若
亡
。
如
湛
巨
海
流
一
浮
漚
。
起
滅
無
從
了
然
自
知
獲
本
妙
心
常
住
不
滅
。」『
楞
厳
経
』
巻
三
（『
大
正
蔵
』
一
九
、
一
一
九
中
）

(
)
『興
風
叢
書
』
一
三
、
二
〇
〇
九
、
二
六
七
頁
。

49(
)
高
野
山
本
『
明
心
』
表
紙
。

50(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
二
頁
下
。

51(
)
釈
会
忍
『
中
世
の
中
日
禅
宗
交
流
史
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
五
年
）
九
三
頁
。

52(
)
同
右
、
一
〇
四
頁
袞
一
〇
五
頁
。

53(
)
同
右
、
一
〇
五
頁
。

54(
)
同
右
。

55(
)
同
右
、
一
一
〇
頁
。

56(
)
東
福
寺
本
『
大
明
録
』、
一
〇
三
頁
。

57(
)
同
右
。

58(
)
同
右
、
一
一
三
頁
下
。

59(
)
同
右
、
一
一
四
頁
下
。
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(
)
東
福
寺
に
宋
版
一
〇
巻
所
蔵
。
ま
た
、「
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
」
に
は
「『
宗
門
統
要
』
一
部
五
冊
」、「『
宗
門
類
要
』
一

61
部
八
冊
」
と
あ
る
。（
前
掲
、『
大
日
本
古
文
書
』、
一
〇
三
頁
）

(
)
阿
倍
泰
郎
『
中
世
禅
籍
叢
刊

五

無
住
集
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）、
解
題
、
五
三
九
頁
袞
五
四
六
頁
。

62(
)
同
右
、
五
四
一
頁
。

63(
)
同
右
、
四
七
一
頁
。

64(
)
同
右
、
四
八
〇
頁
。

65(
)
同
右
、
五
〇
〇
頁
。

66(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
三
頁
上
袞
二
三
四
頁
上
。

67(
)
『日
本
大
蔵
経
』
二
六
巻
、
三
三
四
頁
上
。

68(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
九
五
巻
、
一
四
〇
頁
下
。

69(
)
納
富
、
前
掲
、
二
三
三
頁
上
。

70(
)
同
右
、
二
三
四
頁
上
袞
下
。

71(
)
釈
、
前
掲
、
一
〇
六
頁
袞
一
〇
七
頁
。

72(
)
祢
津
宗
伸
「『
法
然
上
人
絵
伝
』
に
お
け
る
諏
方
入
道
蓮
佛
袞
巻
二
十
六
第
四
段
の
分
析
袞
」『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
六
、
二
〇

73
〇
〇
年
。

(
)
拙
論
「
再
考
袞
大
日
房
能
忍
と
「
達
磨
宗
」
袞
」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
二
〇
一
三
年
、
一
八
四
頁
。

74(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
九
五
巻
、
一
三
九
頁
上
。

75(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
九
五
巻
、
一
三
一
頁
上
。

76(
)
『大
正
蔵
』
一
九
、
一
二
一
上
。
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(
)
同
右
、
一
二
二
中
。

78(
)
水
上
文
義
氏
が
「
円
爾
弁
円
の
瑜
祗
経
解
釈
袞
一
智
法
身
を
中
心
に
袞
」（『
多
田
孝
正
博
士
古
稀
記
念
論
集

仏
教
と
文
化
』、
山
喜
房

79
仏
書
林
、
二
〇
〇
八
年
）
の
中
で
、
円
爾
撰
『
瑜
祗
経
見
聞
』
に
記
さ
れ
た
「
方
外
の
仏
」
の
解
釈
に
つ
い
て
「
曼
荼
羅
の
中
心
に
描
か
れ

る
大
日
如
来
を
も
超
越
し
た
、
よ
り
統
合
的
あ
る
い
は
根
源
的
な
仏
が
想
定
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。」（
六
四
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
九
五
、
一
三
四
頁
上
。

80(
)
市
川
、
前
掲
、「
円
爾
弁
円
の
自
己
認
識
袞
他
宗
観
を
め
ぐ
っ
て
袞
」、
三
〇
頁
上
袞
三
一
頁
上
。

81(
)
『大
明
録
』
本
文
の
前
に
「
仏
法
大
明
綱
目
」
が
あ
り
、「
諸
家
」
に
「
南
安
厳
志
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
明
心
」
の
項
目
に
は
「
南
安

82
厳
志
」
を
引
用
す
る
部
分
が
あ
る
が
、「
南
安
厳
志
」
と
は
「
西
峰
豁
禅
師
法
嗣
」
で
あ
り
、『
続
伝
灯
録
』
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
陳
垣

撰
『
釈
氏
疑
年
譜
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
に
も
釈
氏
と
し
て
「
南
安
厳
自
厳
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
九
九
頁
）
の
で
、『
大
明

録
』
が
「
南
安
厳
志
」
を
「
諸
家
」
に
掲
載
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

(
)
市
川
、
前
掲
、「
円
爾
弁
円
の
自
己
認
識
袞
他
宗
観
を
め
ぐ
っ
て
袞
」、
三
一
頁
上
袞
三
二
頁
上
。

83(
)
拙
論
「
称
名
寺
所
蔵
『
法
門
大
綱
』
に
お
け
る
禅
門
に
つ
い
て
の
考
察
」『
仙
石
山
仏
教
学
論
集
』
八
、
二
〇
一
六
年
、
八
頁
。
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Summary

Treatise on Myōshin 明心, Examining Its
Relation to Fofadaming-lu 佛法大明錄 and
Reasons for Its Composition by Enni 円爾

Tamami Furuse

The short Zen text Myōshin 明心 has been preserved at Shōmyō-ji
temple for a long time. Though the name Kyojun 亮順, who copied the text,
is written on the front page, the author of the text is not identified. Scholars
have suggested that Myōshin might relate to Enni 円爾, who was the first
Zen master of Tōfukuji, because the title Myōshin is identical to that of an
article in Fofadaming-lu 佛法大明錄 that Enni was given by his Chinese
Zen master Wu Zhun 無準. After studying Zen with Wu Zhun for six years
in China, Enni taught in Japan using Fofadaming-lu. Recently, I discovered
another text entitled Myōshin, with the author identified as Enni, pre-
served at the library of Kōyasan University.
In this paper, I compare the two texts identified above, and demonstrate

that, notwithstanding some minor differences in expressions and Japanese
Kanbun style, their contents are almost identical. On that basis, I suggest
that we can state with some confidence that Myōshin was written or
preached by Enni. Furthermore, I have concluded that the Myōshin of Enni
is a summary of the ‘Myōshin’ of Fofadaming-lu. The two texts differ only
to the extent that Enni uses simpler language, probably for talking to
Hōjyōtokiyori 北条時頼, a regent to the shogunate during the Kamakura
period. Finally, I highlight three features which point to Enni as the text’s
composer. First is the use of the expression Shūmon 宗門. In Myōshin, the
author uses Shūmon instead of Zen school twice; among Enni’s papers he
often uses Shūmon as well. Secondly, the content of Jōdoshū or Jōdo school
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in Myōshin is very similar to that in Zazenron坐禅論 by Enni. In this article,
too, Enni uses the expression Shūmon. The third point is that the ‘Myōshin’
of Fofadaming-lu discusses at length the content of the Shoulengyanjin
sutra 首楞嚴經, which Enni also considered of great importance. According
to Enni’s biography he could not understand the content of the
Shoulengyanjin sutra by listening to the lecture of a Japanese Zen monk, so
he decided to go to China and visit a Zen master. Probably the biggest
question for Enni was ‘the absolutely exited mind’ referred to in the
Shoulengyanjin sutra. Enni’s Chinese Zen master Wu Zhun most likely
gave him Fofadaming-lu because the text explains the doctrine of the
Shoulengyanjin sutra.
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